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6
月
27
日
に
ア
ピ
カ
ホ
ー
ル
で
、
西
脇
市
出
身
の
世
界
的
美
術
家
、
横
尾
忠
則
さ
ん

へ
の
名
誉
市
民
称
号
贈
呈
式
を
開
催
し
ま
し
た
。
市
が
こ
の
称
号
を
お
贈
り
す
る
の
は
、

昭
和
62
年
（
1
9
8
7
年
）
の
制
度
創
設
以
来
、
初
め
て
の
こ
と
で
す
。
名
誉
市
民
章

は
、
西
脇
市
に
ゆ
か
り
の
深
い
方
で
学
術
技
芸
の
進
歩
や
社
会
文
化
の
発
展
に
貢
献
し
、

功
績
が
顕
著
な
方
に
お
贈
り
す
る
こ
と
と
し
て
い
ま
す（
西
脇
市
名
誉
市
民
条
例
）。

　

横
尾
さ
ん
の
国
内
外
で
の
ご
活
躍
は
も
と
よ
り
、
芸
術
活
動
を
通
じ
て
ふ
る
さ
と
西

脇
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
を
続
け
て
こ
ら
れ
た
功
績
を
た
た
え
、
今
回
、
名
誉
市

民
章
を
贈
呈
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

―
ふ
る
さ
と
西
脇
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
貢
献
―
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横
尾
忠
則
さ
ん
は
、
昭
和
59
年

（
1
9
8
4
年
）
に
オ
ー
プ
ン
し

た
西
脇
市
岡
之
山
美
術
館
で
の
56

回
に
及
ぶ
企
画
展
、
4
回
の
公
開

制
作
、
25
回
の
公
開
講
座
の
開
催
、

Ｊ
Ｒ
加
古
川
線
の
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電

車
を
手
が
け
る
な
ど
、
ふ
る
さ
と

西
脇
の
芸
術
文
化
の
振
興
に
大
き

く
貢
献
く
だ
さ
い
ま
し
た
。

　

贈
呈
式
当
日
は
、
兵
庫
県
知
事

や
関
係
者
、
市
民
、
横
尾
さ
ん
の

同
級
生
ら
約
1
8
0
人
が
駆
け
つ

け
て
受
章
を
祝
福
。
横
尾
さ
ん
は

次
の
よ
う
に
喜
び
を
述
べ
ら
れ
ま

し
た
。

　
幼
少
期
を
過
ご
し
た
西
脇
は

創
造
の
宝
庫

　　

西
脇
で
生
ま
れ
育
ち
、
人
格
が

確
立
し
て
い
く
中
で
体
験
し
形
成

さ
れ
た
も
の
を
、
作
品
を
通
し
て

吐
き
出
す
こ
と
が
、
僕
に
と
っ
て

の
創
作
で
す
。

　

僕
が
住
ん
で
い
た
こ
ろ
の
西
脇

は
非
常
に
景
気
が
よ
く
、
そ
の
イ

メ
ー
ジ
を
求
め
て
帰
っ
て
来
て
い

ま
し
た
。
し
か
し
、
記
憶
に
あ
る

町
は
フ
ァ
ン
タ
ジ
ー
で
、
現
実
に

は
存
在
せ
ず
、
西
脇
は
ど
ん
ど
ん

変
化
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
も
発
展

3

横
尾
忠
則
さ
ん
に
名
誉
市
民
称
号
を
贈
呈

の
プ
ロ
セ
ス
で
、
変
わ
る
こ
と
自

体
が
大
切
。
僕
の
創
作
に
も
関
わ

る
大
き
な
テ
ー
マ
で
も
あ
り
、
過

去
に
対
す
る
哀
愁
を
断
ち
切
っ
て
、

描
き
続
け
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

今
後
も
さ
ま
ざ
ま
な
創
作
活
動

が
西
脇
を
起
点
に
し
て
行
わ
れ
る

予
感
が
し
て
い
ま
す
。
特
に
、
幼

児
期
の
い
ろ
い
ろ
な
経
験
、
体
験

は
克
明
に
記
憶
し
て
お
り
、
そ
こ

が
僕
の
「
創
造
の
宝
庫
」
と
考
え

て
い
ま
す
。
新
し
い
も
の
を
未
来

に
求
め
る
必
要
は
な
く
、
自
分
の

過
去
、
西
脇
の
過
去
、
日
本
の
過

去
、
そ
う
い
っ
た
歴
史
を
探
る
こ

と
で
未
来
が
開
か
れ
て
い
く
気
が

し
て
い
ま
す
。
過
去
は
僕
に
と
っ

て
は
未
来
。
で
す
か
ら
、
今
し
ば

ら
く
僕
は
過
去
を
見
て
創
作
し
て

い
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

西
脇
は
、
僕
自
身
を
生
ん
で
く

れ
、
育
ん
で
く
れ
た
場
所
で
す
。

今
後
と
も
お
付
き
合
い
願
い
た
い

と
思
い
ま
す
。

受章の喜びを語る横尾忠則さん（６月27日、アピカホールにて）

顕彰状と名誉市民章

上）「Y字路」シリーズを描く
きっかけとなった模型店。横尾
さんの通学路にあったが、当時
は三叉路になっていることを意
識したことはなかったという。
「新しい西脇」を発見し哀愁を
断ち切った場所でもある。
左）暗夜光路N市‐I

上
）
横
尾
さ
ん
が
デ
ザ
イ
ン
し
た
ラ
ッ
ピ
ン
グ
電
車
。

現
在
は
4
台
す
べ
て
が
運
行
を
終
え
て
い
る
。
写
真

は
左
か
ら
「
銀
河
の
旅
」「
走
れ
！
Y
字
路
」

右
）
岡
之
山
美
術
館
で
の
公
開
制
作
。
マ
ス
コ
ミ
を

は
じ
め
多
く
の
方
が
西
脇
に
集
ま
っ
た
。

上
）
大
入
満
員
〔
1
9
9
4
年
〕

左
）Lion　

Fight

〔
2
0
0
0
年
〕

横
尾
作
品
に
登
場
す
る
動
物
に
ス
ポ
ッ
ト

を
当
て
、
油
彩
や
ポ
ス
タ
ー
、
版
画
な
ど

約
70
点
を
展
示

会場／横尾忠則現代美術館
開館時間／午前10時～午後6時（金・土曜日は
午後8時まで）
※入場は閉館時間30分前まで
休館日／月曜日〔ただし、7月15日（月・祝）、
9月16日（月・祝）は開館、7月16日（火）は休
館〕
観覧料／一般500円、大学生400円、高校生・
65歳以上250円、中学生以下無料
問合せ／横尾忠則現代美術館
〒657-0837　神戸市灘区原田通3-8-30
☎078-855-5607

9
月
16
日
（
月
・
祝
）
ま
で
開
催

横
尾
忠
則
ど
う
ぶ
つ
図
鑑

横
尾
忠
則
ど
う
ぶ
つ
図
鑑

横
尾
忠
則
ど
う
ぶ
つ
図
鑑

YO
KO
O
'S YO

KO
O
 Z
O
O



　

西
脇
市
岡
之
山
美
術
館
は
こ
れ
ま
で
、
56
回
に
わ
た

っ
て
横
尾
忠
則
さ
ん
の
作
品
を
中
心
に
企
画
展
を
開
催

し
て
き
ま
し
た
。
神
戸
市
に
横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
が

開
館
し
た
の
を
契
機
に
、
今
夏
か
ら
、
横
尾
さ
ん
と
親

交
の
深
い
現
代
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
作
品
を
展
示
す
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。

　

そ
の
第
１
弾
と
し
て
、
写
真
家
、
荒
木
経
惟
さ
ん
の

企
画
展
を
10
月
14
日
ま
で
開
催
し
て
い
ま
す
。

　

ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
の
変
化
や
価
値
観
の
多
様
化
な
ど
か
ら
、

結
婚
に
結
び
つ
く
出
会
い
の
機
会
が
少
な
く
な
っ
て
お
り
、
少

子
化
・
晩
婚
化
の
一
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
独
身
男
女
の
出
会
い
の
場
づ
く
り
を
サ
ポ
ー
ト
す

る
市
民
グ
ル
ー
プ
「
西
脇
未
来
予
想
図
の
会
」
で
は
、
出
会
い

の
場
を
創
出
し
定
住
人
口
を
増
や
す
こ
と
等
を
目
的
に
、
毎
年

恒
例
の
出
会
い
の
パ
ー
テ
ィ
ー
を
開
催
し
ま
す
。
今
回
は
、
フ

ラ
ワ
ー
ア
レ
ン
ジ
メ
ン
ト
や
ハ
ン
ド
ベ
ル
体
験
を
通
し
て
、
仲

を
深
め
て
い
た
だ
き
ま
す
。

の
ぶ
よ
し
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岡
之
山
美
術
館
は

昭
和
59
年
の
開
館
以

来
、
横
尾
忠
則
さ
ん

の
作
品
を
中
心
に
企

画
展
を
開
催
し
て
き

ま
し
た
。
昨
秋
、
神
戸
市
に
県
立

横
尾
忠
則
現
代
美
術
館
が
オ
ー
プ

ン
し
た
の
を
契
機
に
方
向
転
換

し
、「
新
し
い
ス
テ
ー
ジ
」
を
迎

え
て
い
ま
す
。
そ
の
第
１
弾
が
今

回
の
「
花
小
説
―
荒
木
経
惟
」
展

で
す
。

　

荒
木
さ
ん
の
よ
う
な
有
名
な
方

の
作
品
が
展
示
で
き
た
の
は
横
尾

さ
ん
の
お
か
げ
。
横
尾
さ
ん
か
ら

は
「
自
分
と
親
交
の
あ
る
友
人
や

知
人
、
有
名
な
作
家
を
紹
介
し
て

5

岡
之
山
美
術
館
で「
花
小
説
―
荒
木
経
惟
」展

い
く
の
で
企
画
展
を
し
て
は
ど
う

か
」
と
ご
提
案
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
、
そ
の
ポ
ス
タ
ー
は
毎
回
、

横
尾
さ
ん
が
手
が
け
て
く
だ
さ
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　

横
尾
さ
ん
は
、
ふ
る
さ
と
や
仲

間
、
同
級
生
を
と
て
も
大
切
に
し

て
く
れ
る
人
。
常
に
岡
之
山
美
術

館
を
愛
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。
そ

の
思
い
を
忘
れ
な
い
よ
う
館
を
運

営
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

荒
木
さ
ん
の
次
の
企
画
展
も
す

で
に
決
ま
っ
て
い
ま
す
。
横
尾
さ

ん
と
30
年
以
上
前
か
ら
親
交
の
あ

る
有
名
な
方
で
す
の
で
、
楽
し
み

に
お
待
ち
く
だ
さ
い
。

西
脇
市
岡
之
山
美
術
館
職
員
募
集

　

平
成
26
年
4
月
１
日
採
用
の
職

員
（
学
芸
員
）
を
募
集
し
ま
す
。

◆
受
験
資
格　

4
年
制
大
学
卒
業

（
見
込
含
）
以
上
で
、
学
芸
員
資

格
（
取
得
見
込
含
）
の
あ
る
方

◆
受
付
期
間　

８
月
12
日（
月
）〜

30
日（
金
）◆
問
合
せ　

西
脇
市
文

化
・
ス
ポ
ー
ツ
振
興
財
団（
市
民

会
館
内
／
☎
23‐8
9
8
9
）

　

日
本
を
代
表
す
る
写
真
家
、
ア

ラ
ー
キ
ー
こ
と
荒
木
経
惟
さ
ん
の

企
画
展
「
花
小
説
―
荒
木
経
惟
」

展
が
、
7
月
14
日
か
ら
始
ま
り
ま

し
た
。

　

花
や
人
形
な
ど
を
モ
チ
ー
フ
に

イ
ン
ク
ジ
ェ
ッ
ト
で
出
力
し
た
横

幅
6・
3
m
の
作
品
4
点
と
、
母

と
子
の
モ
ノ
ク
ロ
写
真
6
点
を
展

示
。
映
像
作
品
「
ア
ラ
キ
ネ
マ
」

も
映
写
し
て
い
ま
す
。

　

荒
木
さ
ん
は
オ
ー
プ
ニ
ン
グ
で
、

「
自
分
の
死
に
関
す
る
思
い
と
、

福
島
の
震
災
被
災
地
に
花
を
咲
か

せ
た
い
と
い
う
思
い
が
重
な
っ
た

の
が
こ
の
作
品
。
生
に
向
か
っ
て

く
じ
け
な
い
で
と
い
う
メ
ッ
セ
ー

ジ
を
込
め
母
子
像
を
加
え
た
」
と

思
い
を
話
さ
れ
ま
し
た
。

◆
問
合
せ　

岡
之
山
美
術
館
（
☎

23‐6
2
2
3
）。
休
館
は
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
。
8
月
は

す
べ
て
開
館
）。

▼
開
催
日　

9
月
29
日（
日
）午
前

10
時
15
分
〜
午
後
3
時
10
分
ご

ろ（
午
前
9
時
45
分
受
付
開
始
）

▼
場
所　

マ
ー
マ
レ
ー
ド
カ
フ
ェ

（
西
脇
市
小
坂
町
２
１
２
）

▼
対
象　

お
よ
そ
25
歳
〜
40
歳
の

独
身
男
女
（
男
性
は
西
脇
市
・

多
可
町
に
在
住
の
方
）

▼
定
員　

男
女
と
も
各
20
名

※
応
募
者
多
数
の
場
合
は
抽
選
を

行
い
、
9
月
18
日（
水
）ま
で
に

結
果
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

▼
参
加
費　

男
性
4
千
円
、
女
性

3
千
円（
ラ
ン
チ
付
き
）

▼
申
込
方
法　

次
の
①
か
ら
③
の

い
ず
れ
か
の
方
法
で
お
申
し
込

み
く
だ
さ
い
。

①
広
報
・
市
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
↓

参
加
申
込
書
に
必
要
事
項
を
記

入
し
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
送
信
し
て
く
だ

さ
い
。

②
電
話
・
メ
ー
ル
↓
住
所
・
氏

名
・
年
齢
・
性
別
・
電
話
番
号

を
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

③
窓
口
で
直
接
申
込
↓
西
脇
市
役

所
2
階
の
企
画
政
策
課
ま
で
お

越
し
く
だ
さ
い
。

▼
そ
の
他

・
お
申
し
込
み
は
参
加
者
本
人
に

限
り
ま
す
。

・
9
月
18
日（
水
）以
降
に
キ
ャ
ン

セ
ル
さ
れ
る
場
合
は
、
参
加
費

と
同
額
の
費
用
負
担
が
発
生
し

ま
す
の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

・
申
込
者
の
情
報
は
、
目
的
外
に

は
利
用
し
ま
せ
ん
。

オープニングで自らの作品について語る荒木経惟さん

昨年は仲を深めるために一緒にケーキづくり

氏名（ふりがな）

年齢

　　　　　　　　　　　　歳

性別

　　　　男　・　女
住所

TEL／FAX

E-mail

　　　　　　　　　　＠
※必要事項を記入し、このページを企画政策課あてにFAX送信して
　ください。

昨年の出会いのパーティーの様子

横尾忠則さんデザインのポスター

西脇市岡之山美術館　好岡輝壽館長
よしおかてるとし

これまでにない新たな美術空間が誕生
―岡之山美術館の第２ステージ―

「はばタン会員」と「あいサポ会員」を募集中
　
　兵庫県と（公財）兵庫県青少年本部では、県
内10ヵ所に出会いサポートセンターを開設し、
独身男女の出会いを支援しています。
　「はばタン会員」に登録すると、相談員の仲
介と会員同士の合意により、お見合いが成立し
ます。また、「あいサポ会員」には、出会いの
場を企画・運営する「応援団」と、団体内の独
身社員や会員の方へイベント情報を周知する
「団体会員」、個人で登録する「個人会員」の
３つがあり、結婚を望む独身男女に加え、婚活
を応援したい企業・団体等も登録できます。
　詳しくは、下記までお問い合わせください。
◆問合せ　北播磨出会いサポートセンター（☎
38-8022）、受付は火～土曜日の午前10時～
午後6時15分／加東市社1126-1　やしろシ
ョッピングパークBio2階

素敵な出会いをサポートします素敵な出会いをサポートします
－出会いのパーティーを開催－－出会いのパーティーを開催－
素敵な出会いをサポートします
－出会いのパーティーを開催－
9月29日（日）開催、お申し込みは9月11日（水）までに。

◆問合せ　西脇未来予想図の会事務局
　　　　　（企画政策課内／市役所内線225、　22-1014）
　　　　　E-mail：kikaku@city.nishiwaki.hyogo.jp

第６回出会いのパーティー参加申込書



　西脇市民体育大会は、昭和28年12月に西脇市体育協会が発足し、翌年の昭和29年５月に第１回西脇市民体育祭
（昭和32年に西脇市民体育大会と改名）が開催されたのが始まりです。第１回大会は陸上、テニス、卓球、バレー
ボール、野球、柔道、剣道、相撲、ローラースケートの９種目で競技が行われました。今回は記念すべき60回目の
開催となります。
　この歴史と伝統のある大会にぜひ参加してみませんか。多くの方の応募をお待ちしています。
◆問合せ　生涯学習課スポーツ振興担当（☎22－5996）

●秋季競技大会（総合開会式：西脇中学校グラウンド）

第60回 西脇市民体育大会第60回 西脇市民体育大会第60回 西脇市民体育大会第60回 西脇市民体育大会第60回 西脇市民体育大会
参加者を募集しています

10月6日（日）
午前8時30分～

○１チーム８人編成、男女個人戦８ホール×２ラウンド１チーム８人編成、男女個人戦８ホール×２ラウンド16ホーホー
　ルストロング　ルストロングプレイで競い、同点の時はプレーオフにより決定プレイで競い、同点の時はプレーオフにより決定
　２ラウンド終了後第３ラウンド８ホール交流大会あり　２ラウンド終了後第３ラウンド８ホール交流大会あり
○２列並列　４コース○２列並列　４コース
○（○（公社）社）日本グラウンド・ゴルフ協会現行ルールを適用日本グラウンド・ゴルフ協会現行ルールを適用
○クラブ、ボールは（公社）日本ＧＧ協会認定品を使用のこと○クラブ、ボールは（公社）日本ＧＧ協会認定品を使用のこと
○西脇市グラウンド・ゴルフ協会会員に限る○西脇市グラウンド・ゴルフ協会会員に限る
　（申込期限までに協会会員登録者可）申込期限までに協会会員登録者可）

10月６日（日）10月６日（日）
西 脇 中 学 校西 脇 中 学 校
グ ラ ウ ン ドグ ラ ウ ン ド

比延町比延町6060
吉田　田　昇
☎090-3269-2196090-3269-2196
　0795-22-16760795-22-1676

9月20日（9月20日（金）

10月６10月６日（日（日）日）
西 脇 小 学 校西 脇 小 学 校
体 育 館体 育 館

和田町和田町716716
黒崎黒崎　護
☎22-323422-3234

8月25日（8月25日（日）

９月29日（日）月29日（日）
10月10月６日（日）日（日）
10月27日（日）10月27日（日）
1111月２日（土）日（土）
11月11月９日（土）日（土）
11月17日（日）11月17日（日）

社会人の部社会人の部
８月31８月31日（土）日（土）

小・中・高小・中・高
の部の部

９月30日９月30日（月）

あ か ね が 丘あ か ね が 丘
グ ラ ウ ン ドグ ラ ウ ン ド

○社会人の部○社会人の部
○フレンドリーマッチ小学生の部フレンドリーマッチ小学生の部（協会登録ジュニアの部チームに限協会登録ジュニアの部チームに限る）る）
○高校生の部○高校生の部
○小学４年生以下の部○小学４年生以下の部
○小学６年生以下の部○小学６年生以下の部
○中学生の部○中学生の部
　西脇サッカー協会登録チーム及び一般参加チーム　西脇サッカー協会登録チーム及び一般参加チーム
　小学４年生以下の部　2,000円　小学４年生以下の部　2,000円
　小学６年生以下の部・中学生・高校生・社会人の部3,000　小学６年生以下の部・中学生・高校生・社会人の部3,000円）円）

大野大野358358
山本山本　昇司昇司
☎22-439422-4394

11月11月下旬下旬（予定）（予定）砥 峰 高 原砥 峰 高 原
野村町野村町1816-101816-10
土肥土肥　正彦正彦
☎23-651323-6513

○個人戦○個人戦
　小学生の部（新人、４年生以下、５　小学生の部（新人、４年生以下、５・６年生）６年生）
　中学生の部（新人男子・女子、１年生男子・女子、　中学生の部（新人男子・女子、１年生男子・女子、
　２年生男子・女子、３年生男子・女子）　２年生男子・女子、３年生男子・女子）
○団体戦　一般の部（１チーム３人編成）○団体戦　一般の部（１チーム３人編成）
　各部とも西脇市剣道連盟会員、市内スポーツ少年団員　各部とも西脇市剣道連盟会員、市内スポーツ少年団員
市内少年剣道クラブ会員、市内在住・在勤・在学者市内少年剣道クラブ会員、市内在住・在勤・在学者

○市民ハイキング○市民ハイキング
　市内在住・在勤・在学者（中学生以上）　市内在住・在勤・在学者（中学生以上）で2020名
　砥峰高原　砥峰高原、暁晴山で3時間程度のハイキング、暁晴山で3時間程度のハイキング

○一般（男子・女子）の部（ダブルス） 各16ペア○一般（男子・女子）の部（ダブルス） 各16ペア
○男子ビギナー・シニアの部（ダブルス） 各16ペア○男子ビギナー・シニアの部（ダブルス） 各16ペア
○女子ビギナー・シニアの部（ダブルス） 各16ペア○女子ビギナー・シニアの部（ダブルス） 各16ペア
　注）ビギナー：テニス歴３年以内又は実力的にビギナーと認め　注）ビギナー：テニス歴３年以内又は実力的にビギナーと認め
　　　られる方　　　られる方
　資格　特になし　資格　特になし
　参加費　2,100円/ペア　参加費　2,100円/ペア

1010月６日（日）日（日）

10月14日（祝）10月14日（祝）
予備日予備日

滝野総合公園滝野総合公園
（スカイピア）（スカイピア）
テニスコートテニスコート

○国体開催記念子供テニス大会（シングルス）○国体開催記念子供テニス大会（シングルス）
　資格　中学生以下で市内在住、在学者、西脇市テニス協会会員　資格　中学生以下で市内在住、在学者、西脇市テニス協会会員
　参加費　600円　参加費　600円

11月予定11月予定
※詳細は広報※詳細は広報
９月号に掲載９月号に掲載

未 定未 定

明楽寺明楽寺738738
青山　義明青山　義明
☎27-003927-0039
aoyama７_１１aoyama７_１１
@yahoo.co.jp@yahoo.co.jp
（メールで申（メールで申
込みのこと）込みのこと）

8月31日（8月31日（土）

９月１９月１日（日）日（日）
市民センター市民センター
体 育 館体 育 館

坂本坂本385385
藤原　正彦藤原　正彦
☎22-092922-0929

8月24日（8月24日（土）

○男子ダブルス１部・２部・３部○男子ダブルス１部・２部・３部
○女子ダブルス１部・２部・３部○女子ダブルス１部・２部・３部
　予選リーグ・決勝トーナメント方式　予選リーグ・決勝トーナメント方式
　高校生以上　オープン参加　高校生以上　オープン参加
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種　　目 内　　　　　　　　　　　容 日　程 場　　所 申 込 先 申込期日

陸上競技

小学生駅伝
○小学４・５・６年生（男子・女子）の部　
　１区～３区　１チーム３人（１区間　約１km）
ロードレース
○中学生１、２、３年生（男子・女子）の部（３km）
○高校・一般（18歳以上50歳未満）・壮年（50歳以上）
　（男子・女子）の部（３km）
　市内在住・在勤・在学者、西脇市陸上競技協会に登録している
　者。壮年男女50歳以上は医師の診断要

10月６日（日）
都麻の郷交流
グラウンド周辺

和田町567-210
岡本　敏信
(会長)
☎22-1878
小宿　義幸
(南中)
☎28-2072
宮下　晋一
(西中)
☎22-2725

９月9日（月）

庭 球

○シニア（45歳以上）の部
○一般（男子・女子）の部　※中学３年生以上
○中学生（男子・女子）の部　※中学１・２年生
　西脇市・多可町在住・在勤者

10月14日（祝）
９月22日（日）
10月６日（日）

10月６日（日）
10月６日（日）
12月15日（日）

西脇公園市民
テニスコート

嶋262-2
高瀬　善久
☎23-7353

９月７日（土）

卓 球

○団体戦（男、女）
○中・高・一般（３名～４名編成）
○予選リーグの結果で１～３部に分けトーナメント戦を行う。
　リーグ戦は２点先取で勝負が決定しても最後まで行う。
　トーナメント戦は２点先取したチームが勝利する。
○市内在住在勤在学者および市内クラブチーム所属者

10月６日（日）
西 脇 中 学 校
体 育 館

水尾町700-1
小林　康一
☎27-0626

8月29日（木）

8月30日（金）バレーボール

野 球

柔 道

○ジュニアの部
○一般（男子・女子）の部
○ソフトバレーの部

市民センター
体 育 館 　 他

黒田庄体育センター 野村町茜が丘37-2
萩原　靖久
☎22-0642

剣 道

種　　目 内　　　　　　　　　　　容 日　程 場　　所 申 込 先 申込期日

家 庭
バレーボール

○男子・女子の部　１チーム６～12名で編成
　（監督・キャプテン含む）
○予選（男女とも２試合リーグ戦／亀の甲方式）
　決勝（トーナメント方式／予選終了後抽選）
　男子　参加チーム数により決定
　女子　予選結果によりＡ・Ｂブロックに分ける
○20歳以上（学生は除く）、チーム数に制限なし
○ 西脇市家庭バレーボール競技規則に準ずる
○ 参加費　未登録チームのみ3,000円
○新人の部（男子・女子）五本組手
○小学１・２年生（男子・女子）形（平安初段～三段）・組手
　（基本一本）
○小学３・４年生（男子・女子）形（平安初段～五段）・組手
　（予選：基本一本　ベスト４：自由一本　決勝戦：自由組手）
○小学５・６年生（男子・女子）形（平安初段～得意形）・組手
　（予選：自由一本　ベスト４：自由組手）
○中学生（男子・女子）形（得意形）・組手（自由組手）
○高校・一般（男子・女子）形（得意形）・組手（自由組手）
　西脇市内在住・在勤・在学者、西脇空手協会に所属する者
○単独演武　　小学生の部（１～６年生の部）
　　　　　　　中学生の部（有段・段外）
　　　　　　　一般の部（有段・段外）
○組演武　　　小学生の部（低・中・高学年の部）　
　　　　　　　中学生の部（有段・段外）
　　　　　　　一般の部（有段・段外）
　　　　　　　一般財団法人少林寺拳法連盟会員に限る

10月６日（日）

市民センター
体 育 館

小坂265-1
大嶋　則子
☎22-4447

9月5日（木）

空 手

ソフトボール

10月６日（日）

９月29日（日）

西 脇 中 学 校
格 技 館

西脇1051
永井　邦由
☎22-3135
☎090-8750-6130

8月31日（土）

少林寺拳法

硬式テニス

山 岳

サッカー

日 野 小 学 校
体 育 館

小坂町37-107
成 瀬 行 則
☎23-5050

8月31日（土）

グラウンド
・ゴ ル フ

バドミントン

9月29日（日）～
11月10日（日）

西脇公園野球場
黒田庄ふれあい
ス タ ジ ア ム

和田町634-141
吉田　二郎
☎22-5307

8月26日（月）

○１チーム８人編成、男女個人戦８ホール×２ラウンド16ホー
　ルストロングプレイで競い、同点の時はプレーオフにより決定
　２ラウンド終了後第３ラウンド８ホール交流大会あり
○２列並列　４コース
○（公社）日本グラウンド・ゴルフ協会現行ルールを適用
○クラブ、ボールは（公社）日本ＧＧ協会認定品を使用のこと
○西脇市グラウンド・ゴルフ協会会員に限る
　（申込期限までに協会会員登録者可）

10月６日（日）
西 脇 中 学 校
グ ラ ウ ン ド

比延町60
吉田　昇
☎090-3269-2196
　0795-22-1676

9月20日（金）

11月3日（11月3日（日）
（予定）（予定）
11月3日（日）
（予定）

10月６日（日）
市民センター
武 道 館

○個人戦　　小学生の部（学年別）
○団体戦

○一般の部　第52回西脇市町対抗壮年野球大会（満30歳以上）
　チームは市内各町単位、ただし隣接する２町の合併は協会の
了承を要する。８/１現在でその町に住民登録があり、かつ居
住している者で満30歳（S58.4.1までに生まれた人）以上の監
督を含めた24名以内で編成のこと。出場選手の中に45歳
（S43.4.1までに生まれた人）以上が２名以上・40歳（S48.4.1
までに生まれた人）以上が５名以上常時出場していること。
　（参加費20,000円）
○中学生の部　第22回協会長盾少年野球大会
　西脇市・多可町内の中学校単位で協会加盟チームとする。
（参加料無料）
○小学生の部　第60回西脇市民体育大会
　西脇市・多可町内の小学生で協会加盟チームとする。
　（参加料無料）

8月25日（日）

10月６日（日）
西 脇 小 学 校
体 育 館

和田町716
黒崎　護
☎22-3234

8月25日（日）

一般男子
10月６日（日）
10月20日（日）
　　 27日（日）
中学生女子
９月28日（土）

野村公園Ｇ・
城山公園Ｇ・
重 春 Ｇ

郷瀬町665
北村  守
☎22-4027

8月20日（火）

９月29日（日）
10月６日（日）
10月27日（日）
11月２日（土）
11月９日（土）
11月17日（日）

社会人の部
８月31日（土）

小・中・高
の部

９月30日（月）

あ か ね が 丘
グ ラ ウ ン ド

○社会人の部
○フレンドリーマッチ小学生の部（協会登録ジュニアの部チームに限る）
○高校生の部
○小学４年生以下の部
○小学６年生以下の部
○中学生の部
　西脇サッカー協会登録チーム及び一般参加チーム
　小学４年生以下の部　2,000円
　小学６年生以下の部・中学生・高校生・社会人の部3,000円）

大野358
山本　昇司
☎22-4394

11月下旬（予定）砥 峰 高 原
野村町1816-10
土肥　正彦
☎23-6513

○個人戦
　小学生の部（新人、４年生以下、５・６年生）
　中学生の部（新人男子・女子、１年生男子・女子、
　２年生男子・女子、３年生男子・女子）
○団体戦　一般の部（１チーム３人編成）
　各部とも西脇市剣道連盟会員、市内スポーツ少年団員
市内少年剣道クラブ会員、市内在住・在勤・在学者

○一般男子　Ｂ級・Ｃ級（西脇市内チーム）

○中学生女子　協会登録チーム（３チーム）

西脇539-2
丸山　隆司
☎22-0291

○市民ハイキング
　市内在住・在勤・在学者（中学生以上）で20名
　砥峰高原、暁晴山で3時間程度のハイキング

○一般（男子・女子）の部（ダブルス） 各16ペア
○男子ビギナー・シニアの部（ダブルス） 各16ペア
○女子ビギナー・シニアの部（ダブルス） 各16ペア
　注）ビギナー：テニス歴３年以内又は実力的にビギナーと認め
　　　られる方
　資格　特になし
　参加費　2,100円/ペア

10月６日（日）

10月14日（祝）
予備日

滝野総合公園
（スカイピア）
テニスコート

○国体開催記念子供テニス大会（シングルス）
　資格　中学生以下で市内在住、在学者、西脇市テニス協会会員
　参加費　600円

11月予定
※詳細は広報
９月号に掲載

未 定

明楽寺738
青山　義明
☎27-0039
aoyama７_１１
@yahoo.co.jp
（メールで申
込みのこと）

8月31日（土）

９月１日（日）
市民センター
体 育 館

坂本385
藤原　正彦
☎22-0929

8月24日（土）

○男子ダブルス１部・２部・３部
○女子ダブルス１部・２部・３部
　予選リーグ・決勝トーナメント方式
　高校生以上　オープン参加



西脇多可休日急患センター
◆ところ　西脇市下戸田652-1　西脇病院救急外来室
◆診察日　日曜日（年末年始を除く）午前9時～午後5時
◆問合せ　☎23－5380
※病状やけがの様子な
　ど、電話であらかじ
　めご連絡ください。
　必ず健康保険証を持
　参ください。

柳井　映二 先生
矢持　　健 先生
大隅　昭幸 先生
上田　正生 先生

8月の出務予定医師
8月　4日（日）
8月11日（日）
8月18日（日）
8月25日（日）

　

約
30
年
前
に
は
腫
瘍
が
小
さ
く
て
も
、
拡
大
乳
房
切
除
術
（
乳
房

切
除
＋
胸
筋
切
除
＋
リ
ン
パ
節
廓
清
）
が
広
く
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
拡
大
切
除
を
し
て
も
再
発
す
る
患
者
さ
ん
が
後
を
絶
た
ず
、

な
ぜ
だ
ろ
う
、
と
乳
腺
治
療
に
携
わ
る
医
療
者
は
考
え
、「
乳
が
ん

は
早
期
か
ら
目
に
見
え
な
い
が
ん
の
芽
が
全
身
に
散
ら
ば
る
の
か
も

し
れ
な
い
。
そ
れ
な
ら
ば
局
所
治
療
（
手
術
）
に
加
え
て
、
全
身
治

療
（
薬
物
療
法
）
を
行
っ
た
ら
」
と
の
発
想
か
ら
薬
物
治
療
が
追
加

さ
れ
、
治
療
成
績
が
大
幅
に
改
善
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
の
乳
が
ん
の

標
準
治
療
は
、
手
術
、
放
射
線
治
療
、
薬
物
療
法
の
3
本
立
て
で
、

予
後
を
決
め
る
の
は
乳
が
ん
の
個
性
に
合
わ
せ
た
再
発
予
防
で
す
。

つ
ま
り
、
手
術
で
腫
瘍
を
取
り
き
っ
て
治
療
が
終
了
で
は
な
く
、
再

発
予
防
の
た
め
の
薬
物
療
法
が
必
要
で
、
乳
が
ん
の
タ
イ
プ
に
よ
っ

て
は
抗
が
ん
剤
が
必
要
と
な
り
ま
す
。
こ
の
点
が
他
の
が
ん
と
大
き

く
異
な
る
と
こ
ろ
で
す
。
乳
が
ん
の
タ
イ
プ
に
あ
っ
た
治
療
薬
の
選

択
方
針
は
、
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
で
の
国
際
会
議
で
討
議
さ
れ
、
こ
れ

を
参
考
に
日
本
乳
癌
学
会
の
治
療
指
針
が
改
善
さ
れ
ま
す
。
そ
の
指

針
に
沿
っ
て
私
た
ち
は
乳
が
ん
の
治
療
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

再
発
乳
が
ん
の
標
準
治
療
は
確
立
し
て
お
ら
ず
、
初
回
の
国
際
会

議
が
2
0
1
1
年
に
リ
ス
ボ
ン
で
開
か
れ
、
今
後
の
治
療
方
針
の
改

善
に
役
立
つ
こ
と
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ザ
ン
ク
ト
ガ
レ
ン
と
異
な
り
、

こ
の
会
議
で
は
治
療
指
針
の
話
し
合
い
に
患
者
さ
ん
や
看
護
師
さ
ん

も
加
わ
っ
て
い
ま
す
。
よ
り
全
人
的
な
治
療
が
必
要
で
あ
る
か
ら
だ

と
思
い
ま
す
。
そ
の
会
議
で
私
も
発
表
し
、
再
発
乳
が
ん
の
治
療
指

針
に
つ
い
て
の
学
会
報
告
を
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
上
で
公
開
し
て
い
ま
す
。

（http://www.jccnb.net/report/images/20111103_miwa.pdf

）。

乳
が
ん
の
治
療
に
つ
い
て

健
康
バ
ン
ザ
イ

乳
腺
外
来

　
　
　
　
　

三
輪　

教
子

92
西
脇
病
院
の
医
師
が
健
康
や
病

気
に
関
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
情
報

を
提
供
し
ま
す
。

西脇小児医療を守る会コラム　60

一緒に活動してみませんか?
　６月15日に西脇保育所にて今年で３度目の開
催となる勉強会を行いました。３歳児の保護者
の方を対象に地域医療の現状や夜間救急のかか
り方、薬の飲ませ方などをお話ししました。す
でに子育てを経験され、ご存じのことも多いか

と思いますが、勉
強会を通じて今あ
る知識を再確認し、
新しく得た情報を
いざという時に役
立てていただけれ
ば嬉しく思います。
再度開催の機会を

設けていただきありがとうございました。
《メンバー募集》
　子育てしやすい地域づくりのために活動して
います。『ちょっとやってみたいな』『私にも
何かできないかしら』『友達を作りたい』など
興味のある方、私たちと一緒に活動しません
か？それぞれに出来ることを活かせる楽しい会
です。興味のある方は下記の事務局までご連絡
ください。
◆問合せ　西脇小児医療を守る会
　　　　　☎090－8538－1337　石井
　　　　　http://www.kodomonomirai.com
　　　　　info@kodomonomirai.com

　▼
臨
床
工
学
部
か
ら
▲

　　
今
年
4
月
に
血
液
浄
化
セ
ン
タ

ー
と
医
療
機
器
管
理
セ
ン
タ
ー
で

個
別
に
勤
務
し
て
い
た
臨
床
工
学

技
士
が
一
つ
に
統
一
さ
れ
、
臨
床

工
学
部
が
当
院
で
開
設
さ
れ
ま
し

た
。
ま
た
、
新
た
に
2
名
が
入
職

し
、
5
名
の
体
制
で
各
種
臨
床
工

学
業
務
が
ス
タ
ー
ト
し
て
い
ま
す
。

そ
れ
で
は
臨
床
工
学
部
の
主
な
業

務
内
容
を
市
民
の
皆
さ
ん
に
お
知

ら
せ
し
ま
す
。

　

ま
ず
１
番
目
の
業
務
は
血
液
浄

化
セ
ン
タ
ー
業
務
で
す
。
私
た
ち

臨
床
工
学
技
士
は
、
主
に
血
液
透

析
の
開
始
と
回
収
業
務
、
機
械
の

保
守
点
検
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

ま
た
、
肝
臓
な
ど
の
病
気
で
溜
ま

っ
た
腹
水
の
ろ
過
濃
縮
な
ど
の
特

殊
血
液
浄
化
業
務
も
行
な
っ
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
は
血
し
ょ
う
交
換

療
法
や
Ｌ
Ｄ
Ｌ
吸
着
、
ビ
リ
ル
ビ

ン
吸
着
療
法
に
も
携
わ
っ
て
い
ま

す
。

　

２
番
目
の
業
務
は
循
環
器
内
科

に
な
り
ま
す
。
心
筋
梗
塞
の
疑
い

の
あ
る
患
者
さ
ま
に
対
し
て
、
ア

ン
ギ
オ
室
で
血
管
内
超
音
波
診
断

装
置
（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
）
や
大
動
脈
バ

ル
ー
ン
ポ
ン
プ
（
Ｉ
Ａ
Ｂ
Ｐ
）
を

用
い
、
心
臓
の
カ
テ
ー
テ
ル
検
査

（
Ｃ
Ａ
Ｇ
）
や
心
臓
の
カ
テ
ー
テ

ル
治
療
（
Ｐ
Ｃ
Ｉ
）
の
業
務
を
行

な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
不
整
脈
患

者
さ
ま
に
お
い
て
は
プ
ロ
グ
ラ
マ

ー
を
用
い
、
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
の

植
え
込
み
時
や
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー

外
来
時
の
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
検
査

業
務
に
も
関
っ
て
い
ま
す
。

　

3
番
目
の
業
務
は
、
脳
神
経
外

科
に
お
い
て
頸
動
脈
の
狭
窄
の
あ

る
患
者
さ
ま
に
対
し
て
頚
動
脈
ス

テ
ン
ト
留
置
術
（
Ｃ
Ａ
Ｓ
）
の
際

に
、
血
管
内
超
音
波
診
断
装
置

（
Ｉ
Ｖ
Ｕ
Ｓ
）
の
操
作
で
す
。

　

4
番
目
の
業
務
は
、
消
化
器
内

科
に
お
い
て
肝
臓
が
ん
の
治
療
に

対
し
て
ラ
ジ
オ
波
焼
灼
療
法
（
Ｒ

Ｆ
Ａ
）
の
機
器
操
作
を
行
う
こ
と

で
す
。

　

5
番
目
の
業
務
は
、
血
液
内
科

に
お
い
て
末
梢
血
幹
細
胞
採
取
の

際
の
、
遠
心
血
液
成
分
分
離
装
置

の
機
器
操
作
で
す
。

　

6
番
目
の
業
務
は
、
重
症
病
棟

業
務
に
お
い
て
感
染
や
手
術
な
ど

の
強
い
炎
症
が
あ
る
患
者
様
に
対

し
て
、
エ
ン
ド
ト
キ
シ
ン
吸
着
の

実
施
や
、
重
篤
な
患
者
さ
ま
に
持

続
的
血
液
透
析
ろ
過
（
Ｃ
Ｈ
Ｄ

Ｆ
）
も
行
っ
て
い
ま
す
。
さ
ら
に

呼
吸
不
全
患
者
さ
ま
に
使
用
さ
れ

て
い
る
人
工
呼
吸
器
の
使
用
中
の

ラ
ウ
ン
ド
点
検
業
務
も
実
施
し
ま

す
。

　

7
番
目
の
業
務
は
医
療
機
器
保

守
点
検
業
務
に
な
り
ま
す
。
院
内

で
使
用
し
て
い
る
各
種
医
療
機
器

の
保
守
点
検
を
行
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
医
療
機
器
の
適
正
使
用
を

含
め
た
医
療
安
全
対
策
や
ス
タ
ッ

フ
の
教
育
指
導
を
行
な
っ
て
い
ま

す
。

　

私
た
ち
臨
床
工
学
技
士
の
業
務

を
簡
単
に
説
明
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
は

「
病
院
に
は
い
ろ
い
ろ
な
職
種
の

ス
タ
ッ
フ
が
職
務
に
携
わ
っ
て
い

る
ん
だ
な
あ
。」
と
感
じ
て
い
た

だ
け
れ
ば
幸
い
で
す
。

　
▼
エ
ン
ト
ラ
ン
ス
ギ
ャ
ラ
リ
ー
▲

　　
富
永
信
義
さ
ん
（
西
脇
）
の
色

紙
絵
画
展
を
開
催
し
ま
す
（
市
展
、

県
展
入
選
入
賞
作
品
）。

▼
と
き　
8
月
1
日（
木
）〜
30
日（
金
）

▼
と
こ
ろ　

西
脇
病
院
エ
ン
ト
ラ

ン
ス
ホ
ー
ル

▼
問
合
せ　

施
設
管
理
課

　
（
病
院
内
線
3
6
3
）

　
▼
西
脇
病
院『
健
康
セ
ミ
ナ
ー
』▲

　　
毎
月
１
回
、
西
脇
病
院
医
師
に

よ
る
「
健
康
セ
ミ
ナ
ー
」
を
開
催

し
て
い
ま
す
（
参
加
費
は
無
料
）。

▼
と
き　

8
月
19
日（
月
）

　

午
後
3
時
〜　

１
時
間
程
度

▼
と
こ
ろ　

病
院
講
堂（
2
階
）

▼
講
師

　

産
婦
人
科
医　

野
村
和
久

▼
演
題　

お
産
に
つ
い
て
の
お
話

▼
問
合
せ　

病
院
総
務
課

　
（
病
院
内
線
3
6
6
）

　
▼
出
産
祝
い
に
播
州
織
バ
ッ
グ
贈
呈
▲

　　
西
脇
病
院
で
は
、
今
年
7
月
か

ら
、
市
の
将
来
を
担
う
子
ど
も
た

ち
の
健
や
か
な
成
長
を
願
っ
て
、

出
産
さ
れ
た
お
母
さ
ん
に
お
祝
い

の
品
と
し
て
、
播
州
織
で
作
っ
た

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
を
プ
レ
ゼ
ン
ト
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
ト
ー
ト
バ
ッ
グ
は
、
神
戸

芸
術
工
科
大
学
、
市
内
の
播
州
織

関
連
の
企
業
、
西
脇
商
工
会
議
所

に
ご
協
力
い
た
だ
き
、
西
脇
病
院

の
産
婦
人
科
病
棟
に
勤
務
す
る
看

護
師
や
助
産
師
が
ア
イ
デ
ア
を
出

し
合
っ
て
製
作
し
ま
し
た
。

　

ト
ー
ト
バ
ッ
グ
は
色
や
柄
、
大

き
さ
の
異
な
る
3
種
類
を
用
意
。

哺
乳
瓶
や
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
、
母
子

手
帳
、
携
帯
電
話
が
入
る
ポ
ケ
ッ

ト
を
備
え
る
な
ど
、
育
児
を
す
る

お
父
さ
ん
や
お
母
さ
ん
が
使
い
や

す
い
よ
う
機
能
性
を
重
視
し
て
い

ま
す
。

▲西脇保育所での勉強会

「お菓子でクスリをつくってみよう」コーナー

３種類の播州織トートバッグ

西
脇
病
院

西
脇
病
院

西
脇
病
院

地
域
に
信
頼
さ
れ
る
良
質
な
医
療
を
提
供
し
ま
す

（
☎
22‐0
1
1
1
）　http://nshp.jp/

8広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号9

　
▼
第
５
回
西
脇
病
院
フ
ェ
ス
タ
開
催
▲

　　
今
年
は
「
夏
に
ダ
ッ
シ
ュ
！ 

―
地
域
と
の
絆
を
大
切
に
―
」
を

テ
ー
マ
に
、
普
段
な
か
な
か
知
る

こ
と
の
で
き
な
い
病
院
内
の
探
検

ツ
ア
ー
や
「
お
菓
子
で
ク
ス
リ
を

つ
く
っ
て
み
よ
う
」
コ
ー
ナ
ー
、

西
脇
病
院
の
医
師
お
よ
び
ス
タ
ッ

フ
に
よ
る
バ
ン
ド
演
奏
な
ど
で
、

病
院
内
と
そ
の
周
辺
は
に
ぎ
わ
い

ま
し
た
。

　

病
院
は
病
気
や
け
が
を
し
た
と

き
に
し
か
訪
れ
な
い
場
所
で
す
。

し
か
し
、
開
業
医
の
皆
さ
ん
や
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
の
ご
協
力
の

お
か
げ
で
、
地
域
の
皆
さ
ん
と
交

流
を
深
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

今
後
も
地
域
に
必
要
と
さ
れ
、
信

頼
さ
れ
る
病
院
と
し
て
、
さ
ま
ざ

ま
な
取
り
組
み
を
行
っ
て
い
き
ま

す
。



　

ク
レ
ジ
ッ
ト
会
社
か
ら
身
に
覚
え
の
な
い
高
額
請
求

が
届
い
た
…

　

カ
ー
ド
会
社
に
確
認
す
る
と
、
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム

の
利
用
料
と
の
こ
と
で
、
子
ど
も
が
ゲ
ー
ム
の
ア
イ
テ

ム
を
親
の
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
で
購
入
し
て
い
た
、
と

い
う
相
談
が
増
え
て
い
ま
す
。

　

無
料
を
う
た
っ
た
オ
ン
ラ
イ
ン
ゲ
ー
ム
で
あ
っ
て
も
、

ア
イ
テ
ム
類
を
購
入
し
な
い
と
ゲ
ー
ム
の
進
行
が
困
難

で
あ
っ
た
り
、
ゲ
ー
ム
が
一
部
制
限
さ
れ
た
り
す
る
こ

と
が
あ
り
ま
す
。

　

未
成
年
者
が
決
済
し
た
場
合
、
お
小
遣
い
を
超
え
る

ゲ
ー
ム
代
金
は
、
未
成
年
者
取
消
の
主
張
が
可
能
で
す
。

し
か
し
、
ア
イ
テ
ム
購
入
に
必
要
な
携
帯
電
話
の
暗
証

番
号
や
、
ク
レ
ジ
ッ
ト
番
号
を
親
が
子
ど
も
に
教
え
て

い
た
り
、
知
ら
れ
て
い
た
り
し
た
場
合
は
、
親
の
管
理

責
任
が
問
わ
れ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

携
帯
電
話
の
暗
証
番
号
や
ク
レ
ジ
ッ
ト
カ
ー
ド
の
番

号
、
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
コ
ー
ド
は
、
所
有
者
が
し
っ
か
り

管
理
し
ま
し
ょ
う
。

好きです！！ にしわき
わたしのふるさと

教育委員会や学校園の情報をお知らせします。

西
脇
の
伝
統
野
菜
を
紹
介
し
ま
す

〜

〜 60

市
で
は
「
西
脇
フ
ァ
ー
マ
ー
ズ
ブ
ラ
ン
ド
」
を
立
ち
上
げ
、

市
内
産
農
産
物
の
魅
力
向
上
、
自
然
に
や
さ
し
い
安
全
・

安
心
な
農
産
物
の
生
産
拡
大
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

西脇市消費生活センター
No.95　子どもによるクレジットカードの不正利用

ほっとコラム 70
市 長　來 住 壽 一

　夏休み・盆休みを利用して、楽しい計画を
お持ちの家庭や久しぶりに帰省される方との
出会いを楽しみにされている方が多いことで
しょう。暑さに負けず、思い出に残る夏にし
てください。今月は、へその西脇織物まつり
や市民盆踊り大会を開催し、花火を打ち上げ
ます。涼みがてらにお越しください。
　今回のコラムでは、岡之山美術館の新たな
出発についてお知らせしましょう。
　今、岡之山美術館では、世界を舞台に活躍
されている写真家の荒木経惟さんの企画展を
開催中です。タイトルは、「花小説」。企画展
オープニングに出席されるため、前日に来西
されるとすぐ企画展をご覧になった荒木さん
は、開口一番「いいね～。いい企画展になっ
た」とおっしゃっていました。荒木さんは、
「アラーキー」の愛称で親しまれており、丸
い縁の黒メガネがトレードマーク。とても気
さくで、ユーモアたっぷりの方です。
　荒木さんは、若いころから「花・女性・都
市」をモチーフにされてきました。今回の企
画展もこのモチーフの一つの集大成だとか。
壁には帯状の花の写真が並び、コーナーには
母子像のモノクロ写真が…。
　企画展を見て、私なりに、タイトルになっ
ている「花小説」の「小説」の意味を感じる
ことができました。ぜひご来館いただき、そ
れぞれにご自分の「小説」を思ってください。
　岡之山美術館は、横尾忠則さんの「ふるさ
と美術館」として昭和59年に開館。以来、
横尾さんの企画展を56回、計29回の公開講
座や公開制作を開催。ご存じのとおり、昨年
11月に県立横尾忠則現代美術館がオープン
し、横尾さんと調整する中で、横尾さんと親
交の深い方々の企画展を開催することになり
ました。もちろん、横尾さんにも関わってい
ただきます。今回も、荒木さんをご指名いた
だき、ポスターも横尾さんのデザインです。
　ふるさとの発展にご尽力いただいた横尾さ
んのご功績をたたえて、初の西脇名誉市民の
称号を贈りました。皆さんと共に、いつまで
も、横尾さんに感謝をこめて、顕彰していき
ましょう。お帰りの時は、お知らせします。

岡之山美術館の新たな一歩
今、この時を輝いて生きる

̶次世代につなぐ、心豊かな人づくり、まちづくり̶

あ
ぐ
り
コ
ラ
ム

コラム 70
市 長　來 住 壽 一

岡之山美術館の新たな 歩

☎22-3111
（生活環境課内）

のぶよし
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ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
で

　
　
　
　

仕
事
と
私
生
活
の
好
循
環
を
！

　

ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
と
い

う
言
葉
を
ご
存
じ
で
す
か
。
最
近
、

耳
に
す
る
機
会
が
多
く
な
っ
た
こ

の
言
葉
は
、
直
訳
す
る
と
「
仕
事

と
生
活
の
調
和
」
で
す
が
、
そ
の

目
的
は
、
「
仕
事
」
と
子
育
て
や

親
の
介
護
、
地
域
生
活
等
の
「
仕

事
以
外
の
生
活
」
を
う
ま
く
調
和

さ
せ
、
相
乗
効
果
を
及
ぼ
し
合
う

好
循
環
を
生
み
出
す
こ
と
で
す
。

男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
に
向

け
た
取
り
組
み
の
一
つ
と
し
て
も
、

今
、
こ
の
ワ
ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン

ス
の
実
現
が
積
極
的
に
進
め
ら
れ

て
い
ま
す
。

　
「
仕
事
」
は
暮
ら
し
を
支
え
、

生
き
が
い
や
喜
び
を
も
た
ら
す
も

の
で
す
が
、
同
時
に
家
事
や
育
児
、

近
隣
と
の
付
き
合
い
な
ど
の
「
生

活
」
も
暮
ら
し
に
欠
か
す
こ
と
が

で
き
な
い
も
の
で
す
。
両
方
の
充

実
が
あ
っ
て
こ
そ
、
人
生
の
生
き

が
い
、
喜
び
は
膨
ら
み
ま
す
。
ま

た
、
生
活
の
中
で
得
た
広
い
視
野

や
知
識
・
ス
キ
ル
・
人
脈
は
、
仕

事
に
お
い
て
も
高
い
付
加
価
値
を

生
み
、
成
果
を
上
げ
る
こ
と
に
も

つ
な
が
る
で
し
ょ
う
。

　

し
か
し
、
現
実
の
社
会
に
は
、

安
定
し
た
仕
事
に
就
け
ず
、
経
済

的
に
自
立
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
、

仕
事
に
追
わ
れ
心
身
の
疲
労
か
ら

健
康
を
害
し
か
ね
な
い
、
仕
事
と

子
育
て
や
親
の
介
護
と
の
両
立
に

悩
む
な
ど
、
仕
事
と
生
活
の
間
で

問
題
を
抱
え
る
人
が
多
く
見
ら
れ

ま
す
。
こ
れ
ら
が
、
働
く
人
々
の

将
来
へ
の
不
安
や
豊
か
さ
が
実
感

で
き
な
い
大
き
な
要
因
と
な
っ
て

お
り
、
社
会
の
活
力
の
低
下
や
少

子
化
・
人
口
減
少
に
つ
な
が
っ
て

い
る
と
も
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
そ

れ
を
解
決
す
る
取
り
組
み
が
、
ワ

ー
ク
ラ
イ
フ
バ
ラ
ン
ス
の
実
現
で

す
。
実
現
す
る
と
、
人
生
の
各
段

階
に
応
じ
て
多
様
な
生
き
方
が
選

択
・
実
現
で
き
る
よ
う
に
な
る
で

し
ょ
う
。

　

実
現
に
は
、
国
や
地
方
公
共
団

体
に
よ
る
法
整
備
・
環
境
整
備
、

そ
れ
ぞ
れ
の
職
場
で
の
風
土
改
革

や
意
識
改
革
、
働
き
方
の
見
直
し

な
ど
、
取
り
組
ま
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
考
え
、
と
も

に
行
動
し
て
い
く
こ
と
が
大
切
で

す
。
ま
ず
は
、
あ
な
た
自
身
の
仕

事
と
生
活
の
調
和
の
あ
り
方
を
考

え
て
み
ま
せ
ん
か
。

＊　
　
　

＊　
　
　

＊　

◆
問
合
せ　

生
涯
学
習
課

　
（
☎
22‐5
9
9
6
）

　

7
月
8
日
、
姉
妹
都
市
ア
メ
リ

カ
・
レ
ン
ト
ン
市
に
派
遣
さ
れ
る

中
学
生
親
善
使
節
団
の
結
団
式
が

行
わ
れ
ま
し
た
。
西
脇
市
と
レ
ン

ト
ン
市
が
姉
妹
都
市
提
携
を
結
ん

で
か
ら
今
年
で
44
年
目
。
中
学
生

の
派
遣
は
昭
和
62
年
か
ら
続
い
て

お
り
今
回
で
27
回
目
で
す
。

　

今
年
は
8
月
16
日
か
ら
11
日
間
、

13
名
の
中
学
生
が
ホ
ー
ム
ス
テ
イ

を
し
な
が
ら
異
文
化
を
体
験
。
結

団
式
で
中
学
生
ら
は
、「
ア
メ
リ

カ
と
日
本
の
文
化
の
違
い
を
学
び

た
い
」「
将
来
に
つ
な
が
る
何
か

を
発
見
し
て
帰
っ
て
来
た
い
」
と

目
標
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

大
門
の
サ
ト
イ
モ

 

昨
秋
に
旬
菜
館
で
販
売
さ
れ
ま

し
た
。
起
源
は
不
明
で
す
が
、
大

門
の
方
は
お
い
し
さ
に
惹
か
れ
、

他
品
種
の
種
芋
を
買
わ
ず
、
収
穫

物
の
一
部
を
種
芋
と
し
て
冬
場
に

保
存
し
、
作
り
続
け
ら
れ
て
い
ま

す
。
地
蔵
盆
の
早
い
時
期
か
ら
食

べ
ら
れ
、
子
芋
も
孫
芋
も
よ
く
つ

き
、
親
芋
も
食
べ
ら
れ
る
実
用
的

な
品
種
で
す
。
き
め
が
細
か
く
白

い
の
が
特
長
で
、
上
品
な
味
で
す
。

高
嶋
の
タ
ケ
ノ
コ

　

今
春
、
旬
菜
館
で
お
客
さ
ん
の

間
で
話
題
に
な
り
ま
し
た
。
明
治

中
頃
、
山
本
宇
之
助
さ
ん
が
亀
岡

か
ら
竹
を
5
本
買
い
、
荷
車
を
引

い
て
持
ち
帰
っ
た
の
が
栽
培
の
始

ま
り
だ
と
か
。
冬
の
竹
林
づ
く
り

が
最
も
大
切
で
、
竹
の
根
が
詰
ま

ら
な
い
よ
う
、
草
や
落
ち
葉
な
ど

の
有
機
物
と
と
も
に
土
を
移
動
さ

せ
ま
す
。
竹
の
間
も
、
日
当
た
り

や
作
業
性
を
考
え
広
く
管
理
さ
れ

て
い
ま
す
。
高
嶋
の
タ
ケ
ノ
コ
は

日
に
当
た
る
前
に
収
穫
さ
れ
、
ア

ク
が
少
な
く
、
白
く
太
く
美
し
い

こ
と
が
自
慢
で
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

地
域
で
作
り
続
け
ら
れ
て
き
た

伝
統
野
菜
が
、
近
年
、
個
性
あ
る

食
材
、
文
化
、
食
育
な
ど
の
面
か

ら
見
直
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

ほ
か
に
も
伝
統
野
菜
が
あ
り
ま

し
た
ら
、
農
林
振
興
課
（
市
役
所

内
線
3
2
3
）
ま
で
お
知
ら
せ
く

だ
さ
い
。

▲お父さんと一緒に料理教室

今年度派遣される13人の中学生今年度派遣される13人の中学生

講師の荻野由信さん講師の荻野由信さん

今年度派遣される13人の中学生

講師の荻野由信さん

　西脇市出身の著名な方を講師に迎え、自身の経験や
体験を後輩たちに伝える「帰郷～ふるさとDE語る～」。
今回は駅伝の名門、立命館宇治高校陸上競技部専任監
督の荻野由信さんが母校の西脇工業高校で講演。荻野
さんは、昨年の全国高校駅伝女子優勝監督で、日本陸
上界を代表する選手を多く育てられています。
　「伸びるためには、目的・目標を持つ、人の話を素
直に聞ける、何事にも前向き、感謝の気持ちを持つ、
率先して動けることが大切」
と指導者としての経験を踏ま
えて話されました。また、
「ランナーが後ろを振り返る
のは弱気になったとき。しっ
かり前を見て自分の目標に向
かってチャレンジして欲しい」
と後輩たちにメッセージを送
られました。

異
文
化
を
学
び
国
際
色
豊
か
な
人
間
に

荻野由信さんが母校の西脇工で講演



あそびの広場（８月）
  

　子どもたちに、手遊びや読み聞か
せなどを行います。どなたでも参加
できます（10時～正午）。
○あいあいランド
　７日（水）ベビーの広場
　17日（土）ふぁみりープログラム
　30日（金）おしゃべり広場
　（総合市民センター２階）
　☎22－4150
○へそっこランド
　12日（月）ベビーの広場
　（黒田庄福祉センター３階）
　☎28－5702
◆問合せ　子育て学習センター
　（☎28－5702／　28－5703）

　

こ
の
子
が
生
ま
れ
「
あ
っ
と
い

う
間
の
三
年
間
」
で
し
た
。
子
育

て
は
初
め
て
で
は
な
か
っ
た
の
で

す
が
、
年
が
離
れ
た
我
が
子
の

「
妊
娠
・
出
産
」
は
胸
が
ト
キ
メ

ク
ぐ
ら
い
嬉
し
い
事
で
し
た
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

そ
の
子
も
、
今
で
は
保
育
園
に

通
う
よ
う
に
な
り
、
入
園
当
初
は

「
今
日
は
お
昼
寝
し
な
い
で
帰

る
」
と
言
っ
て
泣
い
て
い
ま
し
た
。

今
で
は
、
保
育
園
で
の
生
活
が
毎

日
楽
し
い
の
か
、
喜
ん
で
行
く
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。

　

保
育
園
で
先
日
「
お
誕
生
日

会
」
を
し
て
い
た
だ
い
た
時
に
は
、

恥
ず
か
し
い
の
で
す
が
、
最
初
か

ら
私
自
身
涙
が
止
ま
ら
な
く
、
と

て
も
感
激
を
し
て
し
ま
い
ま
し
た
。

こ
の
三
年
間
、
い
ろ
い
ろ
あ
っ
た

の
で
、
こ
の
子
が
無
事
に
生
ま
れ

て
き
て
く
れ
た
事
に
、
と
て
も
感

謝
し
て
い
ま
す
。

＊　
　

＊　
　

＊

　

保
育
園
に
通
う
ま
で
は
短
か
っ

た
の
で
す
が
、
子
育
て
学
習
セ
ン

タ
ー
で
親
子
共
々
お
世
話
に
な
り
、

良
い
経
験
、
良
い
お
話
も
聞
け
て
、

今
で
は
と
て
も
感
謝
し
て
い
ま
す
。

　

以
前
、
先
生
が
お
話
さ
れ
た
中

で
「
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
」
の

大
切
さ
を
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。

　

子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
で
学
ん

だ
経
験
は
、
私
た
ち
親
子
に
と
っ

て
「
大
切
な
宝
物
」
で
あ
っ
た
な

と
思
い
ま
す
。
今
ま
で
良
く
し
て

い
た
だ
い
た
皆
さ
ん
に
感
謝
し
、

こ
れ
か
ら
の
我
が
子
の
成
長
を
楽

し
み
に
し
て
い
ま
す
。（
子
ど
も

た
ち
の
た
め
に
が
ん
ば
る
マ
マ
）

　
子
育
て
学
習
セ
ン
タ
ー
か
ら

　　
「
お
誕
生
会
」
で
の
涙
は
、
お

母
さ
ん
と
子
ど
も
さ
ん
と
の
た
く

さ
ん
の
思
い
出
や
関
わ
っ
て
く
だ

さ
っ
た
周
り
の
方
た
ち
へ
の
感
謝

の
気
も
ち
の
表
れ
だ
っ
た
の
で
し

ょ
う
ね
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
子
育
て
学
習
セ

ン
タ
ー
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
に
見

守
っ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
、
安
心

し
て
子
ど
も
た
ち
が
育
つ
環
境
づ

く
り
、
人
と
人
と
の
つ
な
が
り
の

大
切
さ
を
お
伝
え
し
続
け
て
い
け

た
ら
と
思
い
ま
す
。

日
野
地
区
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
3
日（
土
）　

午
後
6
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

日
野
小
学
校
運
動
場
（
西
田
町
）

▼
問
合
せ　

サ
ン
パ
ル
日
野
の
会　
（
☎
23‐7
3
9
3
）

※
当
日
が
雨
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

精
霊
な
が
し

▼
と
き　

8
月
15
日（
木
）　

午
後
7
時
〜

▼
と
こ
ろ　

豊
川
歩
道
橋
と
蓬
莱
橋
（
西
脇
）

▼
問
合
せ　

西
脇
区
事
務
所（
☎
22‐2
１
２
７
）

鹿
野
町
盆
踊
り
大
会

▼
と
き　

8
月
14
日（
水
）　

午
後
7
時
30
分
〜

▼
と
こ
ろ　

こ
み
せ
ん
比
也
野
前
広
場
（
鹿
野
町
）

▼
問
合
せ　

鹿
野
町
公
民
館
（
☎
24‐１
0
5
5
）

※
当
日
が
雨
の
場
合
は
翌
日
に
順
延

＊　
　
　

＊　
　
　

＊

　

地
域
活
性
化
や
子
育
て
、
福
祉
、
地
域
医
療
、
環
境
、

教
育
、
特
産
品
開
発
な
ど
さ
ま
ざ
ま
な
課
題
に
取
り
組
む

団
体
の
イ
ベ
ン
ト
情
報
を
掲
載
し
て
い
ま
す
。
左
記
ま
で

情
報
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

◆
問
合
せ　

秘
書
広
報
課
（
市
役
所
内
線
2
0
7
）

150kgのデッドリフトを披露

全日本パワーリフティング選手権大会で団体３位

ふれあい広場

▼▼▼鹿▼▼▼※教団情◆

風風の活動の活動土の活動の活動風の活動土の活動

子
育
て　
　
　
闘
記

子
育
て
中
の
皆
さ
ん
か
ら
の

お
た
よ
り
を
ご
紹
介
し
ま
す

奮

子
育
て　
　
　
闘
記

奮

市内に共感を広げる「風
の活動」と各地区の地域
に密着した「土の活動」
を紹介します。

このページは市民の皆さんと
一緒につくるページです。投
稿・登場をお待ちしています。
秘書広報課（市役所内線207）

今、「旬」の人や団体を紹介します。今、「旬」の人や団体を紹介します。

クローズクローズアップアップクローズアップ
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西村　直也さん（雷神ファクトリー所属）

自
分
の
限
界
を
知
っ
て
み
た
い
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西
村
直
也
さ
ん
は
、
5
月
31
日

か
ら
6
月
2
日
に
か
け
て
神
戸
市

立
中
央
体
育
館
で
開
催
さ
れ
た

「
全
日
本
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

選
手
権
大
会
」
に
加
東
市
の
ジ
ム

に
通
う
2
人
の
仲
間
と
と
も
に
出

場
し
、
団
体
3
位
に
輝
き
ま
し
た
。

　

パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
と
は
、

バ
ー
ベ
ル
を
し
ゃ
が
ん
だ
状
態
か

ら
肩
に
抱
え
て
立
つ
「
ス
ク
ワ
ッ

ト
」、
仰
向
け
に
寝
た
状
態
で
持

ち
上
げ
る
「
ベ
ン
チ
プ
レ
ス
」、

体
が
直
立
す
る
ま
で
持
ち
上
げ
る

「
デ
ッ
ド
リ
フ
ト
」
の
3
種
目
の

合
計
重
量
を
競
う
ス
ポ
ー
ツ
で
す
。

競
技
人
口
は
お
よ
そ
3
，0
0
0

人
で
す
が
、
男
女
を
問
わ
ず
幅
広

い
年
齢
層
に
た
く
さ
ん
の
愛
好
者

が
い
ま
す
。

　　

チ
ー
ム
の
上
位
5
人
分
の
成
績

を
合
計
し
て
行
わ
れ
る
団
体
戦
に

お
い
て
、
西
村
さ
ん
は
3
人
の
チ

ー
ム
で
出
場
し
、
こ
の
快
挙
を
な

し
遂
げ
ま
し
た
。
こ
れ
は
全
国
で

も
ま
れ
な
こ
と
で
す
。
ま
た
、
プ

ロ
の
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
コ

ー
チ
た
ち
で
構
成
さ
れ

た
チ
ー
ム
が
多
数
出
場

す
る
中
、
西
脇
病
院
の

臨
床
検
査
技
師
で
あ
る

西
村
さ
ん
の
チ
ー
ム
は
、

全
員
が
ほ
か
に
仕
事
を

持
っ
て
い
ま
す
。
「
野

球
に
例
え
れ
ば
、
プ
ロ

チ
ー
ム
も
参
加
す
る
ト

ー
ナ
メ
ン
ト
で
、
9
人

し
か
い
な
い
草
野
球
チ

ー
ム
が
3
位
に
入
賞
し

た
よ
う
な
も
の
」
と
西

村
さ
ん
は
笑
い
ま
す
。

　
挑
戦
す
る
醍
醐
味

　　

西
村
さ
ん
が
パ
ワ
ー

リ
フ
テ
ィ
ン
グ
を
始
め

た
き
っ
か
け
は
、
6
年
前
、
職
場

の
先
輩
か
ら
健
康
づ
く
り
を
目
的

に
ジ
ム
に
誘
わ
れ
た
こ
と
。
そ
の

後
、
現
在
の
ジ
ム
で
メ
キ
メ
キ
と

頭
角
を
現
し
ま
し
た
。
西
村
さ
ん

は
、「
こ
の
競
技
の
醍
醐
味
は
、

自
分
の
ペ
ー
ス
で
記
録
に
挑
戦
で

き
る
こ
と
。
練
習
の
合
間
の
仲
間

と
の
お
し
ゃ
べ
り
も
い
い
気
分
転

換
に
な
っ
て
、
あ
っ
と
い
う
間
に

職
場
で
の
ス
ト
レ
ス
を
忘
れ
て
し

ま
い
ま
す
」
と
楽
し
そ
う
に
話
さ

れ
ま
し
た
。

　
初
の
全
国
大
会
出
場

　　

今
年
の
全
国
大
会
は
神
戸
市
の

開
催
だ
っ
た
こ
と
か
ら
、
チ
ー
ム

の
士
気
は
高
く
、
西
村
さ
ん
も
肋

骨
の
ヒ
ビ
を
乗
り
越
え
て
自
身
初

の
全
国
大
会
出
場
を
勝
ち
取
り
ま

し
た
。「
競
技
を
始
め
て
ま
だ
３

年
。
失
う
も
の
は
な
い
と
考
え
て
、

全
国
大
会
で
は
勢
い
で
攻
め
ま
し

た
。
と
こ
ろ
が
、
個
人
成
績
は
11

位
。
上
に
は
上
が
い
る
と
知
り
ま

し
た
」。
今
後
の
目
標
は
、
も
っ

と
個
人
成
績
を
上
げ
て
チ
ー
ム
に

貢
献
す
る
こ
と
だ
そ
う
で
す
。

　
健
康
づ
く
り
に
も
効
果
的

　　

普
段
、
物
静
か
な
西
村
さ
ん
は
、

「
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
で
見
か
け
る
の

は
頭
上
に
エ
イ
ヤ
ッ
と
バ
ー
ベ
ル

を
持
ち
上
げ
る
ウ
ェ
イ
ト
リ
フ
テ

ィ
ン
グ
。
パ
ワ
ー
リ
フ
テ
ィ
ン
グ

は
そ
れ
と
は
違
い
、
努
力
の
競
技

と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
老
若
男
女

を
問
わ
ず
、
才
能
は
一
切
関
係
あ

り
ま
せ
ん
。
自
分
の
ペ
ー
ス
で
取

り
組
め
る
の
で
、
き
っ
と
誰
で
も

と
り
こ
に
な
り
ま
す
よ
」
と
そ
の

魅
力
を
語
り
ま
す
。

　

健
康
的
な
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
組
み
合
わ
せ
で
あ
る
パ
ワ
ー
リ

フ
テ
ィ
ン
グ
は
、
以
前
か
ら
ダ
イ

エ
ッ
ト
や
腰
痛
の
改
善
、
高
齢
者

の
転
倒
防
止
な
ど
に
効
果
が
あ
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
が
、

最
近
の
研
究
に
よ
っ
て
、
肥
満
や

糖
尿
病
の
予
防
効
果
も
持
つ
優
れ

た
生
涯
ス
ポ
ー
ツ
で
あ
る
こ
と
が

明
ら
か
に
な
り
ま
し
た
。
興
味
の

あ
る
方
は
、
お
近
く
の
ジ
ム
を
の

ぞ
い
て
み
て
は
い
か
が
で
す
か
。

13

にしわきっ子にしわきっ子

いきいきにしわきっ子を募集しています。写真と紹介文、
連絡先を市役所2Ｆ秘書広報課へ郵送またはご持参ください。

達夫・美典（大木町）
ゆうちゃん１歳おめでとう。
お兄ちゃんと仲良くね。　　

清覇
４歳5ヵ月

せいは

永尾　悠亜
１歳

ゆうあ

にしわにしわにしわいき
いき♪

いき
いき♪



このコーナーでは、
イベントやまちの
話題、団体の活動
などを紹介してい
ます。耳寄りな情
報は秘書広報課ま
で（市役所内線
207）。

紙面に載せきれな
いまちの話題がど
んどん届きます。
西脇市 facebook
で情報発信中！

話
の
ち
ま

題

Photo Gallery
まちの話題や風景を写真で紹介
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平
成
15
年
7
月
12
日
、
西
脇
し
ば
ざ

く
ら
通
り
商
店
会
協
同
組
合
は
「
ポ
ス

ト
カ
プ
セ
ル
し
ば
ざ
く
ら
2
0
1
3
」

事
業
と
し
て
、
市
内
の
保
育
園
や
学
校

園
な
ど
か
ら
募
集
し
た
手
紙
を
埋
め
ま

し
た
。
10
年
後
の
こ
の
日
、
掘
り
起
こ

さ
れ
た
2
つ
の
大
き
な
土
瓶
の
中
か
ら

は
、
丁
寧
に
ビ
ニ
ー
ル
袋
に
包
ま
れ
た

た
く
さ
ん
の
封
筒
が
姿
を
現
し
ま
し
た
。

　

同
組
合
の
中
原
克
己
理
事
長
は
、
自

身
の
こ
の
10
年
に
思
い
を
重
ね
な
が
ら
、

「
こ
の
3
，9
7
5
通
の
手
紙
に
は
、
夢

や
希
望
、
そ
し
て
身
近
な
人
へ
の
感
謝

な
ど
大
切
な
気
持
ち
が
い
っ
ぱ
い
詰
ま

っ
て
い
ま
す
。
一
人
で
も
多
く
の
方
に

手
紙
を
届
け
た
い
で
す
。」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

　

こ
の
後
、
封
筒
は
組
合
員
と
西
脇
南

中
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
さ
ん
の
手
に

よ
っ
て
、
そ
の
ほ
と
ん
ど
が
無
事
投
函

さ
れ
ま
し
た
。
今
頃
は
、
皆
さ
ん
の
お

手
元
に
幸
せ
を
届
け
て
く
れ
て
い
る
の

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

　

黒
田
官
兵
衛
を
核
に
地
域
づ
く
り
に

取
り
組
ん
で
い
る
「
北
播
磨
黒
田
官
兵

衛
生
誕
地
の
会
」
の
主
催
で
、
歴
史
研

究
家
・
黒
田
美
江
子
さ
ん
の
講
演
会
が

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

黒
田
さ
ん
は
「
私
は
、
黒
田
官
兵
衛

の
生
誕
地
は
間
違
い
な
く
黒
田
庄
だ
と

思
い
ま
す
。
ふ
る
さ
と
で
生
誕
地
の
会

の
皆
さ
ん
が
こ
ん
な
に
頑
張
っ
て
お
ら

れ
、
し
の
ぶ
歌
も
で
き
、
さ
ぞ
官
兵
衛

さ
ん
は
喜
ん
で
い
る
こ
と
で
し
ょ
う
」

と
述
べ
ら
れ
ま
し
た
。

　

ま
た
、
茶
道
や
連
歌
に
も
精
通
し
文

化
人
と
し
て
の
顔
を
持
つ
黒
田
官
兵
衛

の
エ
ピ
ソ
ー
ド
紹
介
か
ら
は
、
官
兵
衛

の
強
い
信
念
と
素
晴
ら
し
い
人
柄
が
う

か
が
わ
れ
、
会
場
の
黒
田
庄
中
学
校
に

集
ま
っ
た
4
0
0
人
を
超
え
る
方
が
熱

心
に
聞
き
入
っ
て
い
ま
し
た
。

　

講
演
に
先
立
っ
て
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
合

唱
曲
「
黒
田
城
」
な
ど
3
曲
が
地
元
の

コ
ー
ラ
ス
グ
ル
ー
プ
の
方
々
に
よ
っ
て

初
め
て
披
露
さ
れ
ま
し
た
。

　

中
心
市
街
地
の
に
ぎ
わ
い
創
出
や
地
場

産
業
の
振
興
、
播
州
織
の
魅
力
を
発
信
す

る
た
め
、
「
第
5
回
七
夕
・
ゆ
か
た
ま
つ

り
2
0
1
3
」
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

毎
年
恒
例
の
播
州
織
ゆ
か
た
フ
ァ
ッ
シ

ョ
ン
シ
ョ
ー
に
今
年
は
男
性
が
多
数
登
場

し
た
ほ
か
、
ラ
イ
ブ
や
紙
芝
居
も
行
わ
れ

ま
し
た
。

15

大
切
な
人
へ
…
10
年
前
か
ら
届
い
た
手
紙

〔
７
月
13
日　

し
ば
ざ
く
ら
通
り
〕

黒
田
官
兵
衛
の
生
誕
地
で
講
演
会

〔
６
月
30
日　

黒
田
庄
中
学
校
体
育
館
〕

涼しげな浴衣で播州織の魅力を発信
〔７月７日　播州織工房館〕

上）慎重に取り出されるポストカ
プセル
左）10年前からの手紙を手にして

上）黒田美江子さんに
よる講演
左）地元のコーラスグ
ループによる合唱

播州織の浴衣を着て、さっそうと歩く男性。目
玉の「男のゆかたファッションショー」にて。

「緑のカーテン」で採れたゴーヤを
用いて園児がゴーヤチャンプルーづ
くりに挑戦。
（７月12日　楠丘幼稚園）

　

6
月
に
発
生
し
た
2
件
の
火
災
に
お
い
て
、

1
1
9
番
通
報
や
初
期
消
火
に
尽
力
し
延
焼

拡
大
を
防
止
さ
れ
た
3
名
に
、
西
脇
消
防
署

か
ら
消
防
功
労
者
表
彰
が
贈
ら
れ
ま
し
た
。

▼
村
上
昌
紘
さ
ん
（
黒
田
庄
町
岡
）

▼
村
井
さ
お
り
さ
ん
（
堀
町
）

▼
松
本
英
隆
さ
ん
（
野
村
町
）

バケツで初期消火し延焼を防止
〔７月２日　西脇消防署〕

消防功労者表彰を受けた村上昌紘さんと村井さおり
さん（左から）

　

黒
田
官
兵
衛
を
核
と
し
た
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
や
地
域
の
活
性
化
を
目
指
し
て
、
西
脇

市
「
官
兵
衛
の
里
」
推
進
協
議
会
が
設
立
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
は
、
協
議
会
を
構
成
す
る

各
団
体
が
連
携
を
し
な
が
ら
イ
ベ
ン
ト
の
実

施
や
観
光
客
の
誘
致
、
特
産
品
の
開
発
な
ど

の
取
り
組
み
が
進
め
ら
れ
ま
す
。

黒田官兵衛を核に各団体が連携してまちづくり
〔７月16日　生涯学習まちづくりセンター〕

協議会には、商工会議所や観光協会、商業連合会、
料飲組合、北播磨黒田官兵衛生誕地の会、黒田庄
の歴史を学ぶ会などが参画

西脇高校・西脇工業高校茶道部生徒
によるチャリティー茶会。お茶券収
入の一部はあしなが育英会に寄附。
（７月13日　センティア西脇）

交通死亡事故が市内で300日間発生
しなかったため、兵庫県交通安全対
策委員会会長が西脇市を表彰。
（７月１日　西脇市役所）

市立北はりま農産物直売所オープン
２周年を記念し「みんなの夏祭り」
を開催。
（７月６日・７日　北はりま旬菜館）



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

西脇市役所☎22-3111㈹

市民の皆さんに
役立つさまざまな
情報をお知らせ
　　します。　

催　

し
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ダ
ン
ス
講
座
生
募
集（
初
心
者
）

　
▼
と
き　

9
月
21
日（
土
）〜
12
月

7
日（
土
）
全
10
回
、
午
後
2
時

〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

総
合
市
民
セ

ン
タ
ー
研
修
棟
・
視
聴
覚
室
▼
講

師　

S
t
u
d
i
o 

B
e
吉
田

海
土
哩
先
生
▼
内
容　

ジ
ャ
ズ
ダ

ン
ス
▼
対
象　

中
学
１
年
生
〜
高

校
3
年
生
（
市
内
在
住
か
在
学
）

▼
募
集
定
員　

20
名
（
先
着
順
）

▼
受
講
料　

3
，0
0
0
円
（
初

日
に
集
金
し
ま
す
）
▼
申
込
み
・

問
合
せ　

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
中

央
公
民
館（
☎
22‐5
9
9
6
）

　　
兵
庫
県
北
播
磨
地
域
健
康
大
学
講
座

　
　
　

地
域
の
皆
さ
ん
に
健
康
に
関
す

る
正
し
い
知
識
を
習
得
し
て
い
た

だ
く
た
め
に
、
西
脇
市
多
可
郡
医

師
会
が
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

▼
と
き　

10
月
3
日（
木
）〜
11
月

21
日（
木
）
午
後
１
時
30
分
〜
3

時
30
分
（
全
8
回
）
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー

ほ
か
▼
募
集
人
数　

1
0
0
名
▼

受
講
料　

無
料
▼
申
込
締
切　

8

月
30
日（
金
）
▼
申
込
み
・
問
合

せ　

西
脇
市
多
可
郡
医
師
会
（
☎

23‐3
4
0
2
）

　　
兵
庫
教
育
大
学
連
携
講
座

　
「
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
新
エ
ネ

　
ル
ギ
ー
」

　 
原
子
力
エ
ネ
ル
ギ
ー
と
放
射
線

の
基
礎
、
そ
れ
に
代
わ
り
う
る
新

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
特
徴
や
課
題
に
つ

い
て
解
説
し
ま
す
。

▼
と
き　

9
月
14
日（
土
）
午
後

１
時
30
分
〜
午
後
3
時
▼
と
こ
ろ

ア
ピ
カ
ホ
ー
ル
▼
講
師　

兵
庫
教

育
大
学
大
学
院　

庭
瀬
敬
右
教
授

▼
受
講
料　

無
料
▼
募
集
定
員　

1
5
0
名
▼
申
込
締
切　

9
月
4

日（
水
）
▼
申
込
方
法　

市
役
所

な
ど
に
備
え
付
け
の
チ
ラ
シ
に
必

要
事
項
を
記
入
し
、
左
記
ま
で
持

参
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で
お
申
し

込
み
く
だ
さ
い
。
電
話
で
も
受
付

可
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

企
画
政

策
課
（
市
役
所
内
線
2
2
6
／　

22‐1
0
1
4
）

　　
も
の
づ
く
り
大
学
校
短
期

　
（
６
ヶ
月
）コ
ー
ス
後
期
生
募
集

　
▼
募
集　

Ｃ
Ａ
Ｄ
コ
ー
ス
・
情
報

ビ
ジ
ネ
ス
コ
ー
ス
（
各
定
員
20

名
）
▼
対
象　

求
職
中
の
方
▼
訓

練
期
間　

10
月
10
日（
木
）〜
平
成

26
年
3
月
12
日（
水
）
▼
授
業
料

無
料
（
教
科
書
代
等
実
費
負
担
あ

り
）
▼
出
願
期
間　

8
月
12
日

（
月
）〜
9
月
9
日（
月
）
▼
選
考

日　

9
月
13
日（
金
）
▼
選
考
内

容　

学
力
試
験
（
国
語
・
数
学
）、

面
接
試
験
▼
施
設
見
学
説
明
会　

8
月
2
日（
金
）・
20
日（
火
）、
9

月
2
日（
月
）
▼
問
合
せ　

兵
庫

県
立
も
の
づ
く
り
大
学
校
（
☎
0

7
9‐2
4
0‐7
0
7
7
）

  　
ひ
ょ
う
ご
安
全
の
日
推
進
事
業

（
助
成
金
）の
募
集（
第
３
期
分
）

　 

県
民
グ
ル
ー
プ
、
民
間
団
体
な

ど
が
「
伝
え
る
」「
備
え
る
」
を

テ
ー
マ
に
、
震
災
の
経
験
と
教
訓

を
発
信
し
、
日
々
の
生
活
の
中
で

減
災
に
取
り
組
む
「
災
害
文
化
」

の
定
着
に
貢
献
す
る
事
業
を
助
成

し
ま
す
。

▼
対
象
と
な
る
事
業　

震
災
で
学

ん
だ
教
訓
の
継
承
、
災
害
へ
の
備

え
や
対
応
に
つ
い
て
の
実
践
、
復

興
の
復
興
の
過
程
で
積
み
上
げ
た

経
験
の
継
承
や
発
信
な
ど
の
目
的

で
県
内
で
実
施
さ
れ
る
講
演
会
、

防
災
訓
練
な
ど
▼
助
成
額　

地
域

事
業
2
〜
50
万
円
▽
全
県
事
業
5

〜
1
0
0
万
円
▼
対
象
期
間　

11

月
1
日
〜
平
成
26
年
3
月
31
日
の

間
に
開
始
さ
れ
完
了
す
る
事
業
▼

募
集
期
間　

8
月
19
日（
月
）〜
9

月
6
日（
金
）
▼
問
合
せ　

ひ
ょ

う
ご
安
全
の
日
推
進
県
民
会
議
事

務
局
（
兵
庫
県
復
興
支
援
課
内
／

☎
0
7
8‐3
6
2‐9
9
8
4
）

　　
北
は
り
ま
消
防
組
合
消
防
職
員

　
募
集
（
平
成
26
年
４
月
採
用
）

　　

災
害
の
な
い
明
る
い
ま
ち
づ
く

り
の
た
め
に
、
情
熱
の
あ
る
方
を

募
集
し
て
い
ま
す
。

▼
募
集
人
数　

消
防
職
10
名
▼
試

験
案
内
等
配
布
場
所　

北
は
り
ま

消
防
組
本
部
お
よ
び
各
消
防
署
▼

受
付
期
間　

8
月
1
日（
木
）〜
14

日（
水
）
午
前
8
時
30
分
〜
午
後

5
時
15
分
、
北
は
り
ま
消
防
本
部

消
防
部
総
務
課
ま
で
（
土
・
日
曜

日
を
除
く
）
▼
一
次
試
験　

9
月

22
日（
日
）
午
前
8
時
30
分
〜
西

脇
消
防
署
に
て
筆
記
試
験
お
よ
び

体
力
検
定
▼
そ
の
他　

詳
細
は
北

は
り
ま
消
防
本
部
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
ご
覧
く
だ
さ
い
▼
問
合
せ　

北

は
り
ま
消
防
本
部
消
防
部
総
務
課

（
☎
48‐3
1
1
5
）

　　
警
察
官
募
集

　
　▼
受
付
期
間　

郵
送
の
場
合
は
8

月
23
日（
金
）ま
で
（
消
印
有
効
）

▽
持
参
の
場
合
は
8
月
29
日（
木
）

ま
で
▼
第
一
次
試
験　

9
月
22
日

（
日
）
▼
受
験
資
格
等　

兵
庫
県

警
察
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
ご
覧
く

だ
さ
い
▼
問
合
せ　

西
脇
警
察
署

（
☎
22‐0
1
1
0
）

　　
染
め
形
紙
展

　
　▼
と
き　

8
月
２
日（
金
）〜
30
日

（
金
）午
前
10
時
〜
午
後
6
時
▼
と

こ
ろ　

旧
来
住
家
住
宅
（
入
場
無

料
）
▼
休
館
日　

毎
週
月
曜
日

（
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）
▼
問
合

せ　

西
脇
Ｔ
Ｍ
Ｏ
推
進
室（
☎
23

‐9
1
1
9
）

　　
第
17
回
「
リ
ト
ル
ピ
ア
ニ
ス
ト

　
の
大
っ
き
な
コ
ン
サ
ー
ト
」

　　

小
学
１
年
生
か
ら
中
学
3
年
生

ま
で
の
60
人
の
リ
ト
ル
ピ
ア
ニ
ス

ト
た
ち
が
出
演
し
ま
す
。

▼
と
き　

8
月
24
日（
土
）
▽
午

前
の
部　

午
前
10
時
開
演
▽
午
後

の
部　

午
後
1
時
30
分
開
演
▼
入

場
料　

無
料
▼
問
合
せ　

ア
ピ
カ

ホ
ー
ル（
☎
23‐9
0
0
0
）

　　
平
成
25
年
度
西
脇
市
平
和
展

　
▼
と
き　

8
月
1
日（
木
）〜
15
日

（
木
）
▼
と
こ
ろ　

生
涯
学
習
ま

ち
づ
く
り
セ
ン
タ
ー
１
階
ロ
ビ
ー

▼
テ
ー
マ　
「
身
近
な
戦
争
〜
戦

時
中
の
西
脇
市
の
風
景
〜
」
展
▼

内
容　

戦
時
中
の
西
脇
市
の
写
真

パ
ネ
ル
や
日
用
品
な
ど
の
展
示

▼
問
合
せ　

企
画
政
策
課
（
市
役

所
内
線
2
2
5
）

※おめでた・おくやみは、保護者・世帯主の了解をいただいたお名前などを掲載しています。

◆とき　８月10日（土）・11日（日）
◆ところ　日本へそ公園（10日）
　　　　　総合市民センター周辺（11日）
◆内容
○10日（土）
　地元小・中学生による踊りや演奏、まつりの始
まりを告げる採火式などの「へそイベント」を
行います。また、まつりの開催を祝して1,700
発の花火を打ち上げます。

○11日（日）
　播州織の振興を祈願する「織物感謝祭」のほか、
恒例の踊りのイベント「加杉野おどり」や「播
州織ファッションショー」、市内外から参加者
を募って開催する「好まち、我がまち市」、「へ
そのミュージックフェスタ」など、多彩なイベ
ントを行います。

◆問合せ　へその西脇・織物まつり実行委員会事
務局（商工労政課内／市役所内線542）

募　

集

第８回へその西脇・織物まつり

◆とき　８月16日（金）
　　　　午後７時～９時30分
◆ところ　黒田庄グラウンド
◆内容　恒例の盆踊りや屋台も多数出店されます。
①福引
　先着1,800名に福引番号が記入された抽選用う
ちわ（無料）を配布します。うちわは午後７時
から会場で配布。特産の黒田庄和牛ほか豪華景
品が当たります。

②花火
　午後９時から約400発の花火を打ち上げます。
◆駐車場等　夏祭り当日は、楠丘小学校や桜丘小
学校等に臨時駐車場を設け、会場までの送迎を
行います。詳細は下記までお問い合わせくださ
い。

◆問合せ　西脇市コミュニティセンター黒田庄地
区会館（☎28-2121）※毎週月曜日休館

第36回にしわき市・黒田庄夏祭り

17

くらしの情報
Information

　特別警報は、「東日本大震災」における津波や、「平成
23年台風第12号」による豪雨、「伊勢湾台風」による高
潮のような、警報の発表基準をはるかに超える異常な現
象が予想され、重大な災害が起こるおそれが著しく大き
い場合に発表されます。
特別警報が発表されたら
・経験したことのないような激しい豪雨や暴風など異常
な気象現象が起きそうな状況です。ただちに命を守る
行動をとってください。
・周囲の状況や市町村から発表される避難勧告等の情報
に留意し、ただちに避難所へ避難するか、すでに外出
することが危険な状態のときは、無理をせず家の中の
より安全な場所にとどまってください。
・この数十年間災害の経験がない地域でも、災害の可能
性が高まっています。油断しないでください。
　特別警報の詳細は、気象庁ホームページでご確認くだ
さい。
◆問合せ　神戸海洋気象台業務課（☎078-222-8907）

気象庁が８月から『特別警報』の発表を開始



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

〔１か月の自己負担限度額〕

※①国民健康保険税の算定基礎となる基礎控除後の所得金額が600万円を超える世帯
※②過去12カ月間に、ひとつの世帯で高額療養費の支給が４回以上あった場合の４回目以降の限度額
　（注）所得を申告されていないと上位所得者として判定されますので、ご注意ください。

83,400円

44,400円

24,600円

上位所得者 ※①

一　　　　般

住民税非課税世帯

150,000円
＋（医療費－500,000円）×1％
80,100円
＋（医療費－267,000円）×1％

35,400円

Ａ

Ｂ

Ｃ

４回目以降の
限度額　※②

適用
区分 ３回目までの限度額所得区分

◆上記事業の問合せは　長寿福祉課（市役所内線369）まで 

内　　容対　　象　　者事業名
家事援助（買い物、洗濯など）や相談（生活、身上、介護など）に
ホームヘルパーを派遣
【回数】１回につき１時間30分以内／１週間に２日まで
【派遣期間】派遣開始日から１年以内
【利用者負担】ヘルパー派遣時間45分までは200円、45分を超過
　する場合は超過する15分までごとに50円を加えた額を負担
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯
部屋の整理整頓などの家屋内での日常生活の援助
【利用回数】年１回、延べ８時間まで
【利用者負担】１時間当たり200円
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯
紙おむつ・尿とりパッド・使い捨て手袋のうち必要な介護用品を宅配
【給付対象用品】紙おむつ・尿とりパッド（毎月）、使い捨て手袋
（隔月）
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯
【給付品目】電磁調理器、火災警報器
【所得要件】
　電磁調理器：市民税の所得割非課税世帯
　火災警報器：課税対象収入額が老齢福祉年金相当額以下

緊急通報装置を貸与し、24時間体制のコールセンターで通報を受
け、救急車の要請や健康相談への助言などを行う。コールセンタ
ーから定期的な安否確認も実施
【費用】無料
安心して暮らせるように住まいの改造をする場合に、その費用を助成
【対象工事】和式便器から洋式便器（腰かけ便器）への取替え、
　手すりの取り付け、段差の解消など
※全面改築・新築は対象外
【助成基準額】１世帯当たり100万円（介護保険による住宅改修費
　を含み、改造箇所ごとに基準額あり）
【助成率】所得税非課税世帯で、市民税の課税状況により10/10
　から1/3まで

居宅での見守り、話し相手、散歩などの外出の付き添い、趣味
の手伝いなどの援助にホームヘルパーを派遣
【回数】１回につき２時間以内／１週間に２日まで
【利用者負担】ヘルパー派遣時間30分までは300円、30分を超過
　する場合は超過する30分までごとに300円を加えた額を負担

介護保険の要介護認定で「自立」
となったひとり暮らし高齢者や高
齢者世帯
※所得制限あり

65歳以上のひとり暮らし世帯で介護
保険の要介護１以上に認定された方
※所得制限あり

在宅で介護保険の要介護認定４・
５（相当）と認定された方
※所得制限あり

心身機能の低下に伴い、防火等の
配慮が必要な寝たきりの高齢者・
ひとり暮らし高齢者
※所得制限あり
介護保険の訪問介護サービスを継
続利用している認知症高齢者

在宅のひとり暮らし高齢者や高齢
者のみの世帯で、心臓疾患などの
疾病の不安がある方

介護保険の要介護（支援）認定を
受けた方、身体障害者手帳１・２
級の方で生涯にわたり自宅での生
活を希望する方
※所得制限あり

高齢者家庭支援
訪問介護サービス
事業

軽度日常生活
援助事業

家族介護用品
給付事業

高齢者日常生活
用具給付事業

認知症家庭支援
訪問介護事業

安心コールセン
ターサービス事業

高齢者等住宅改造
助成事業

◆上記事業の問合せは　社会福祉協議会（☎22-5400）または長寿福祉課（市役所内線369）まで

内　　容対　　象　　者事業名
理容師が自宅へ出張サービスした際の派遣費用相当額を市が負担
【利用回数】年２回まで
【利用者負担】理容料金は利用者負担"
一般乗用タクシーまたはリフト付タクシーの初乗料金（基本料金）を助成
【利用枚数】年24枚（１月当たり２枚）
【利用券の有効期間】８月１日～翌年の７月31日
【所得要件】市民税の所得割非課税世帯

一般乗用タクシーまたはリフト付タクシーの初乗料金（基本料金）を助成
【利用枚数】年48枚（１月当たり４枚）
【利用券の有効期間】８月１日～翌年の７月31日
【所得要件】特別児童扶養手当の所得制限額未満

自宅で寝たきりの高齢者等で、理
容店・美容店でサービスを受ける
ことが困難な方
８月１日現在において満80歳以上
の高齢者
※該当者には社会福祉協議会から
　申請書を送付
※所得制限あり
障害者手帳をお持ちの方、又は、
介護保険の要介護認定を受けた方
で車いすやストレッチャーなどを
常時利用されている方
※該当者には社会福祉協議会から
　申請書を送付
※所得制限あり

訪問理容サービス
事業

高齢者移動支援
事業
（福祉タクシー）

障害者移動支援
事業
（福祉タクシー）

　８月19日から９月20日まで、県道西脇篠山線の丹波
市山南町阿草で舗装修繕工事が行われます。工事期間
中は、終日全面通行止めになります。ご迷惑をおかけ
しますが、県道上鴨川西脇線または篠山山南線へ迂回
するなど、ご協力をお願いします。

県道西脇篠山線「終日通行止め」のお知らせ

ス
ポ
ー
ツ

税

18広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　

限
度
額
適
用
認
定
証
の
更
新

　　

8
月
1
日
は
限
度
額
適
用
認
定

証
の
更
新
日
で
す
。
国
民
健
康
保

険
加
入
の
70
歳
未
満
の
方
で
、
入

院
中
ま
た
は
入
院
予
定
の
方
、
通

院
で
医
療
費
が
高
額
に
な
る
方
は
、

「
国
民
健
康
保
険
限
度
額
適
用
認

定
証
（
認
定
証
）」
の
申
請
（
更

新
）
手
続
き
を
お
願
い
し
ま
す
。

医
療
機
関
の
窓
口
で
保
険
証
と
一

緒
に
認
定
証
を
提
示
す
る
と
、
１

ヵ
月
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
が

左
表
の
限
度
額
ま
で
と
な
り
ま
す

（
入
院
時
の
食
事
代
や
部
屋
代
な

ど
の
負
担
は
生
じ
ま
す
）。
医
療

機
関
で
認
定
証
を
提
示
せ
ず
医
療

費
を
支
払
っ
た
場
合
は
、
後
で
高

額
療
養
費
の
申
請
を
す
る
こ
と
で

還
付
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

▼
申
請
要
件　

70
歳
未
満
の
国
民

健
康
保
険
加
入
者
で
国
民
健
康
保

険
税
の
滞
納
が
な
い
こ
と
（
福
祉

医
療
受
給
者
証
を
お
持
ち
の
方
も

申
請
が
必
要
）
▼
申
請
に
必
要
な

も
の　

国
民
健
康
保
険
証
、
印
鑑

入
院
時
の
食
事
代
に
つ
い
て

　

国
保
加
入
者
全
員
が
住
民
税
非

課
税
の
場
合
は
、
入
院
時
の
医
療

費
と
合
わ
せ
て
食
事
代
が
減
額
で

き
る
「
限
度
額
適
用
･
標
準
負
担

額
減
額
認
定
証（
減
額
認
定
証
）」

を
交
付
し
ま
す
（
申
請
手
続
き
が

必
要
）。
減
額
認
定
証
は
、
申
請

月
の
初
日
か
ら
有
効
で
す
が
、
退

院
後
で
は
医
療
機
関
で
の
取
り
扱

い
が
で
き
ま
せ
ん
の
で
ご
注
意
く

だ
さ
い
。
す
で
に
認
定
証
を
お
持

ち
の
方
は
7
月
31
日
で
有
効
期
限

が
切
れ
て
い
ま
す
の
で
、
更
新
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

※
非
自
発
的
失
業
者
と
し
て
軽
減

を
受
け
て
い
る
方
は
、
自
己
負

担
限
度
額
の
区
分
が
変
更
に
な

り
、
食
事
代
が
減
額
で
き
る
場

合
が
あ
り
ま
す
の
で
、
お
問
い

合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

市
民
課
保
険
担
当

（
市
役
所
内
線
2
5
3
･
2
5
4
）

　　

夏
休
み
短
期
水
泳
教
室

　
▼
と
き　

午
前
8
時
30
分
〜
午
前

9
時
30
分
（
各
コ
ー
ス
と
も
4
日

間
）
▼
と
こ
ろ　

天
神
池
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
▼
コ
ー
ス　

Ｃ
コ
ー

ス
（
３
歳
〜
小
学
１
年
生
。
定
員

30
名
）
8
月
6
日（
火
）〜
9
日

（
金
）
▽
Ｄ
コ
ー
ス
（
小
学
生
〜

中
学
生
。
定
員
40
名
）
8
月
20
日

（
火
）〜
23
日
（
金
） 

▼
参
加
料　

3
，0
0
0
円
▼
申
込
方
法　

申

込
書
と
参
加
料
を
添
え
て
左
記
ま

で
。
各
コ
ー
ス
の
前
々
日
ま
で
受

付
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

天
神
池

ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー（
☎
22‐0
0

7
2
）

　　

個
人
事
業
税
の
納
税

　　

個
人
事
業
税
は
、
所
得
税
、
住

民
税
と
は
別
に
個
人
で
事
業
を
行

う
方
に
か
か
る
税
で
す
。
第
１
期

分
の
納
期
限
は
9
月
2
日（
月
）で

す
の
で
、
最
寄
り
の
銀
行
・
郵
便

局
等
の
金
融
機
関
で
納
付
し
て
く

だ
さ
い
。
ま
た
、
納
税
に
は
便
利

な
口
座
振
替
制
度
を
ご
利
用
く
だ

さ
い
。

▼
問
合
せ　

加
東
県
税
事
務
所

（
☎
42‐5
1
1
1
）

　　
加
古
川
年
金
事
務
所
の

　
出
張
年
金
相
談

　
▼
相
談
日　

8
月
27
日（
火
）午
前

10
時
30
分
〜
午
後
2
時
▼
と
こ
ろ

総
合
市
民
セ
ン
タ
ー
1
階
視
聴
覚

室
▼
受
付
期
間　

8
月
1
日（
木
）

〜
22
日（
木
）午
前
8
時
30
分
〜
午

後
5
時（
事
前
予
約
制
、
土
・
日
・

祝
日
を
除
く
）
▼
受
付
定
員　

14

名（
定
員
に
な
り
次
第
締
切
）
▼

相
談
内
容　

年
金
相
談
、
年
金
請

求
手
続
き
。
代
理
相
談
に
は
委
任

状
が
必
要
。
請
求
手
続
き
は
事
前

に
年
金
事
務
所
に
お
問
い
合
せ
く

だ
さ
い
▼
持
参
物　

年
金
手
帳
、

障
害
者
手
帳
、
印
鑑
な
ど
▼
そ
の

他　

車
で
ご
来
場
の
際
は
総
合
市

民
セ
ン
タ
ー
駐
車
場
を
ご
利
用
く

だ
さ
い
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

加

古
川
年
金
事
務
所
お
客
様
相
談
室

（
☎
0
7
9‐4
2
7‐4
7
4
3
）

　　
追
納
で
将
来
の
年
金
を
増
額

　　

国
民
年
金
保
険
料
の
免
除
（
全

額
免
除
・
一
部
納
付
）・
若
年
者

納
付
猶
予
・
学
生
納
付
特
例
の
承

認
を
受
け
た
期
間
が
あ
る
と
、
保

険
料
を
全
額
納
め
た
時
よ
り
も
老

齢
基
礎
年
金
の
受
給
額
が
少
な
く

な
り
ま
す
。
そ
こ
で
、
将
来
受
け

取
る
老
齢
基
礎
年
金
を
増
額
す
る

た
め
に
、
こ
れ
ら
の
期
間
の
保
険

料
は
10
年
以
内
で
あ
れ
ば
さ
か
の

ぼ
っ
て
納
め
る
こ
と
（
追
納
）
が

で
き
ま
す
。
た
だ
し
、
老
齢
基
礎

年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は
追
納

で
き
ま
せ
ん
。
ま
た
、
免
除
等
の

承
認
を
受
け
た
期
間
の
翌
年
度
か

ら
起
算
し
て
3
年
度
目
以
降
に
追

納
す
る
と
、
当
時
の
保
険
料
額
に

一
定
の
額
が
上
乗
せ
さ
れ
ま
す
。

▼
申
込
方
法　

追
納
申
込
書
を
年

金
事
務
所
へ
送
付
す
る
と
追
納
用

納
付
書
が
郵
便
で
届
き
ま
す
（
申

込
書
は
日
本
年
金
機
構
ホ
ー
ム
ペ

ー
ジ
印
刷
す
る
か
、
市
民
課
年
金

担
当
で
お
渡
し
し
ま
す
）
▼
申
込

み　

加
古
川
年
金
事
務
所
（
〒
6

7
5‐0
0
3
1
加
古
川
市
加
古

川
町
北
在
家
2
6
0
2
）
▼
問
合

せ　

市
民
課
年
金
担
当（
市
役
所

内
線
2
5
0
・
2
5
1
）

郷
土
資
料
館
の
寄
贈
者

　
　
　
　
　
（
6
月
受
付
分
）

・
宮
崎
真
紀
雄
さ
ん
（
黒
田
庄 

　

町
喜
多
）
カ
メ
ラ
ほ
か
8
点

　

▼
問
合
せ　

郷
土
資
料
館

　
（
☎
23‐5
9
9
2
）

19

年　

金

〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰
〰

　高齢者が住み慣れた地域で安心して暮らし、できるだけ自立した生活が続けられ
るよう支援するための事業を行っています。

８月は電気使用安全月間
　夏場は電気事故が多く
発生します。日ごろから
電気の安全な使用を心が
けましょう。
◆問合せ　関西電気保安
　協会加東営業所
　（☎48-5523）

高齢者にご利用いただける福祉サービス８
月
は
「
人
権
文
化
を
す
す
め
る
市
民
運
動
」
推
進
強
調
月
間
。
市
内
各
地
で
月
間
講
演
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
▼
問
合
せ　

ま
ち
づ
く
り
課
人
権
室
・
教
委
人
権
教
育
室
（
市
役
所
内
線
５
２
０
）

国
民
健
康
保
険
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対　象　者 場　　所実施日時行　 事　 名

○8月1日～9月3日分健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定健康づくりセンター行事予定

母子健康手帳の交付

3 か 月 児 健 診

1歳6か月児健診

3 歳 児 健 診

10か月児乳児相談

離 乳 食 教 室

健 康 相 談

こ こ ろ の 相 談

歯 科 訪 問

25年 4 月生

25年 5 月生

24年 1 月生

22年 7 月生

24年10月生 

希 望 者

希 望 者

健康づくりセンター
に申込みが必要

歯科医院に通院困難な方
健康づくりセンターに（　　申込みが必要　　）

   8:30～17:15

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

13:00～14:00

   9:30～11:00

13:30～15:30

   9:30～11:00

13:30～17:00

13:30～15:00

月～金曜日（祝日を除く）

　8月　6日(火)

　9月　3日(火)

　8月28日(水)

　8月23日(金)

　8月　8日(木)

　8月19日(月)

毎週水曜日(祝日を除く)

　8月16日(金)

　8月21日(水)

健康づくりセンター

自　　　宅

健　
　

康

20広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　
税
理
士
に
よ
る
無
料
税
務
相
談

　　

近
畿
税
理
士
会
西
脇
支
部
の
税

理
士
が
、
税
に
関
す
る
相
談
に
無

料
で
応
じ
ま
す
。 

▼
と
き　

8
月
8
日（
木
）午
後
１

時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

市
役
所
１

階
第
3
会
議
室
▼
問
合
せ 

近
畿

税
理
士
会
西
脇
支
部
（
☎
32‐2
5

4
0
）

　　
母
子
家
庭
等
特
別
相
談（
巡
回
）

　　

母
子
専
門
相
談
員
（
弁
護
士
）

に
よ
る
東
・
北
播
磨
管
内
巡
回
相

談
で
す
。

▼
平
成
25
年
度
相
談
日　

10
月
３

日（
木
）明
石
市
▽
11
月
7
日（
木
）

三
田
市
▽
平
成
26
年
2
月
6
日（
木
）

三
木
市
▼
対
象　

母
子
、
父
子
、

寡
婦
▼
申
込
締
切　

相
談
日
の
10

日
前
▼
申
込
み
・
問
合
せ　

児
童

福
祉
課
（
市
役
所
内
線
2
6
1
）

　　
母
子
家
庭
等
特
別
相
談

　 

兵
庫
県
で
は
弁
護
士
に
よ
る
電

話
・
面
接
の
常
設
相
談
を
実
施
し

て
い
ま
す
。
相
談
は
西
脇
市
を
通

し
て
行
い
ま
す
の
で
、
法
的
な
相

談
内
容
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
左
記

ま
で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

児
童
福
祉

課
（
市
役
所
内
線
2
6
1
）

　　
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
へ

　
ご
相
談
を

　 

保
健
師
、
主
任
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ

ー
、
社
会
福
祉
士
な
ど
が
常
駐
し

て
い
ま
す
。
高
齢
者
ご
自
身
や
ご

家
族
、
近
隣
に
暮
ら
す
方
の
介
護

に
関
す
る
悩
み
や
心
配
ご
と
、
虐

待
・
認
知
症
、
福
祉
・
医
療
・
健

康
・
生
活
に
関
す
る
こ
と
な
ど
、

お
気
軽
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

▼
問
合
せ　

地
域
包
括
支
援
セ
ン

タ
ー
（
長
寿
福
祉
課
内
／
市
役
所

内
線
3
6
8
）

　
児
童
扶
養
手
当
現
況
届
／
児
童

　
扶
養
手
当
一
部
支
給
停
止
適
用

　
除
外
事
由
届

　 

毎
年
8
月
は
、
児
童
扶
養
手
当

現
況
届
の
提
出
月
で
す
。
受
給
か

ら
5
年
を
経
過
す
る
な
ど
の
用
件

に
該
当
す
る
方
は
、「
児
童
扶
養

手
当
一
部
支
給
停
止
適
用
除
外
事

由
届
出
書
」
も
提
出
し
て
い
た
だ

く
こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。
対
象

者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す
の
で
、

期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

提
出
さ
れ
な
い
と
、
8
月
以
降
の

手
当
が
停
止
や
減
額
に
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
児
童
扶
養
手
当
と
は

▼
対
象　

父
ま
た
は
母
と
生
計
が

　　
特
定
健
診・健
康
診
査

　 

40
歳
以
上
の
国
民
健
康
保
険
と

後
期
高
齢
者
医
療
保
険
に
加
入
の

方
は
、
特
定
健
診
が
無
料
で
受
け

ら
れ
ま
す
。
今
年
度
か
ら
、
検
査

項
目
に
腎
機
能
検
査
（
ク
レ
ア
チ

ニ
ン
・
ｅ
Ｇ
Ｆ
Ｒ
値
・
尿
酸
）、

貧
血
、
尿
潜
血
の
検
査
項
目
を
追

加
し
ま
し
た
。
病
気
の
早
期
発
見

と
重
症
化
を
予
防
す
る
た
め
、
積

極
的
に
受
診
し
ま
し
ょ
う
。

▼
受
診
に
必
要
な
も
の　

特
定
健

康
診
査
ま
た
は
健
康
診
査
受
診
券

（
対
象
者
へ
郵
送
）、
保
険
証
▼
受

診
方
法　

▽
町
ぐ
る
み
健
診　

9

月
26
日（
木
）〜
30
日（
月
）に
市
民

会
館
で
実
施
。
肺
、
胃
、
大
腸
が

ん
検
診
等
も
同
時
に
受
診
で
き
ま

す
。
予
約
は
健
康
課
へ
▽
個
別
健

診　

平
成
26
年
3
月
31
日
ま
で
。

予
約
は
実
施
医
療
機
関
へ
▽
人
間

ド
ッ
ク　

平
成
26
年
3
月
31
日
ま

で
。
予
約
は
西
脇
病
院
ま
た
は
大

山
病
院
へ
（
ド
ッ
ク
の
助
成
金
制

度
が
あ
り
ま
す
。
予
約
後
、
市
民

課
5
番
・
6
番
窓
口
で
申
請
）
▼

そ
の
他　

特
定
健
診
未
受
診
の
方

に
、
8
月
上
旬
ま
で
、
保
健
師
か

ら
お
電
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ

と
が
あ
り
ま
す
▼
問
合
せ　

市
民

課
保
険
担
当
（
市
役
所
内
線
2
5

3
・
2
5
4
）

　　
子
宮
が
ん
検
診・乳
が
ん
検
診

　 

市
内
指
定
医
療
機
関
で
、
子
宮

が
ん
検
診
・
乳
が
ん
検
診
を
受
け

る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
秋
か
ら
冬

に
か
け
て
検
診
予
約
は
混
雑
し
ま

す
。
夏
季
の
検
診
受
診
を
お
勧
め

し
ま
す
。
申
し
込
み
が
ま
だ
の
方

は
、
健
康
課
へ
お
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。（
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を
お

持
ち
の
方
は
申
し
込
み
不
要
）

▼
申
込
み
・
問
合
せ　

健
康
課

（
市
役
所
内
線
3
6
0
）

　　
歯
科
医
師
が
訪
問
し
ま
す

　 

寝
た
き
り
な
ど
で
、
外
出
が
難

し
く
、
歯
科
の
こ
と
で
困
っ
て
お

ら
れ
る
方
の
家
に
、
歯
科
医
師
等

相　
　

談

子
育
て

が
訪
問
し
ま
す
。
お
気
軽
に
お
問

い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。
口
の
中
が

痛
い
、
入
れ
歯
が
合
わ
な
い
…
だ

け
ど
歯
医
者
さ
ん
に
行
く
の
が
大

変
と
い
う
方
は
ぜ
ひ
ご
利
用
く
だ

さ
い
。
口
の
中
の
清
掃
や
入
れ
歯

の
手
入
れ
な
ど
、
介
護
の
仕
方
も

ア
ド
バ
イ
ス
し
ま
す
。

▼
実
施
日　

8
月
21
日（
水
）
藤

本
和
也
先
生
▽
9
月
18
日（
水
）

村
井
裕
樹
先
生
▽
10
月
16
日

（
水
）
村
上
昌
央
先
生
▼
料
金　

無
料
▼
問
合
せ　

健
康
課
（
市
役

所
内
線
3
6
0
）

21

あなたの街のパソコン教室
パソコンじゅく西脇教室

西脇市市原町166
�0795-25-2151

お仕事をお探しの方へ!!
求職者支援訓練生募集

訓練説明会
開塾16年 基礎コース　訓練番号 4-25-28-01-00-0032

食中毒にご注意を
　 
　調理前や食事前の手洗い、まな板・包丁などの洗
浄・消毒をしっかりやりましょう。生肉は十分に加
熱してから食べましょう。
◆問合せ
　加東健康福祉事務所（☎42-9370）
　北播磨食品衛生協会（☎050-7575-8590）

熱中症を予防しましょう
　 
・こまめに水分・塩分を補給しましょう
・エアコンや扇風機を使って室温を調節しましょう
・通気性のよい吸湿・速乾の衣服を着用しましょう
・冷たいタオル、氷、保冷剤などを利用して体を冷
やしましょう
・外出時には日傘や帽子を着用し、こまめに休憩し
ましょう
◆問合せ　健康課（市役所内線356・360）

戦没者、犠牲者の追悼と平和祈念の黙とう　
　戦没者た犠牲者の冥福を祈るとともに、世界の恒久
平和を祈りましょう。
　■広島市原爆死没者慰霊式並びに平和祈念式
　　８月６日（火）午前８時15分
　■長崎原爆犠牲者慰霊平和祈念式典
　　８月９日（金）午前11時２分
　■全国戦没者追悼式　８月15日（木）正午

別
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る
方

（
父
子
・
母
子
・
養
育
家
庭
の

方
）
▽
父
ま
た
は
母
に
重
度
の
障

害
が
あ
る
場
合
▼
手
当
額
（
児
童

１
人
の
場
合
）　

月
額
4
1
，4
3

0
円
〜
9
，7
8
0
円
▼
問
合
せ

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
内
線
3
3

7
）

　　
特
別
児
童
扶
養
手
当
所
得
状
況
届

　　

毎
年
8
月
は
、
特
別
児
童
扶
養

手
当
所
得
状
況
届
の
提
出
月
で
す
。

対
象
者
に
は
郵
送
で
通
知
し
ま
す

の
で
、
期
限
内
に
提
出
し
て
く
だ

さ
い
。
提
出
さ
れ
な
い
と
8
月
以

降
の
手
当
が
支
給
さ
れ
ま
せ
ん
の

で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

○
特
別
児
童
扶
養
手
当
と
は

▼
対
象　

身
体
ま
た
は
精
神
に
障

害
が
あ
る
児
童
を
監
護
す
る
父
も

し
く
は
母
、
ま
た
は
父
母
に
代
わ

っ
て
そ
の
児
童
を
養
育
し
て
い
る

方
▼
手
当
額（
児
童
１
人
に
つ
き
）

重
度
障
害
の
場
合
は
月
額
5
0
，

4
0
0
円
、
中
度
障
害
の
場
合
は

月
額
3
3
，5
7
0
円
▼
問
合
せ

児
童
福
祉
課
（
市
役
所
内
線
3
7

5
）

■集合税（市県民税・固定資産税）　第３期分
■国民健康保険税　　　　　　　　　第３期分

＊納付書で9月2日（月）までに納付してください。口座振替
お申込み済みの方は、9月2日（月）にお申し込み口座から
振り替えます。口座振替のお申し込みは、市内金融機関、
ゆうちょ銀行・郵便局、市税務課窓口で受け付けています。

税の納期限（９月２日）

受講料　負担なし
教材費¥10,080

8月8日募集締切
・日時：平成25年7月22日（月）　午前10時より12時まで
・場所：ハローワーク西脇　１階会議室
・申込：不要です。当日、直接お越しください
　詳細は当塾またはハローワーク西脇(℡0795-22-3181)

応募者が定員の半数に満たない場合
中止となることがあります

平成25年9月13日～平成25年12月12日　3ヶ月間（53日）訓練
選考日／8月19日（月）　選考結果通知日／8月23日（金）
一定の要件に該当すれば、職業訓練受講給付金が支給されます。
お申込希望の方は、ハローワークにて必ずご相談ください。



くらしの情報　西脇市役所☎22-3111㈹

市役所 市民相談室

生涯学習まちづくりセンター

総合福祉センター

総合福祉センター

市役所 児童福祉課

障害者地域活動支援センター

総合福祉センター

ワークホームタンポポ

市役所 市民相談室

青少年センター教育相談室

市役所 児童福祉課

市役所 生活環境課
（消費生活センター）

市役所 児童福祉課

①地域包括支援センター
②在宅介護支援センター

毎月第2・4金曜日
午後1時～4時30分
毎月第3火曜日
午後1時～3時
毎月第1・3水曜日
午後1時30分～4時
毎週月曜日
午後1時～4時
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後5時
毎週月～金曜日
午前9時～午後5時
毎週火・金曜日
午後2時～4時
毎週火・金曜日
午後1時～3時
毎月第3金曜日
午前10時～正午
毎週木曜日
午前9時30分～午後4時30分
毎週月～金曜日
午前8時30分～午後4時

毎週月・水・木曜日
午前10時～午後4時

毎週月・水・金曜日
午前8時30分～午後4時

相談日、時間は施設により
異なります。

法律に関する相談。希望者は秘書広報課（内線207）へ予約が必要。
担当：弁護士
国の行政が行っている仕事などについての苦情や意見、要望など。
担当：行政相談委員　問合せ：秘書広報課（内線207）
人権の保護、プライバシーの侵害。
担当：人権擁護委員　問合せ：まちづくり課人権室（内線520）
家庭内のもめごとや悩みごとなど。　担当：民生委員・児童委員
問合せ：社会福祉協議会（☎22-5400）
配偶者やパートナーからの暴力などに関する相談。
問合せ：児童福祉課（内線261・337）
障害者やその家族を対象にした相談。　担当：相談支援専門員
問合せ：障害者相談支援センター　うぃーぶねっと（☎28-4433）
身体障害者福祉全般。
担当：身体障害者相談員　問合せ：身体障害者福祉協会（☎22-2727）
知的障害（児）者やその家族を対象にした相談。
担当：専門指導相談員　問合せ：ワークホームタンポポ（☎22-8149）
農地申請、農業者年金の手続き、農地紛争など。
担当：市農業委員　問合せ：農業委員会（内線326）
教育に関する悩みごと教育全般。　担当：カウンセラー
問合せ：青少年センター（☎22-8080）
幼児、児童、生徒についての心配ごとや悩みなど。
担当：家庭児童相談員　問合せ：児童福祉課（内線341）
契約・借金の返済などによるトラブル（予約者を優先します）。
担当：市消費生活相談員　問合せ：生活環境課（内線394）
※金曜日：多可町消費生活センター（生活安全課内）が利用できます。
母子・父子家庭等の悩みや相談ごとなど。
担当：市母子自立支援員　問合せ：児童福祉課（内線261・337）
高齢者の生活や介護に関する相談。　問合せ：次の各施設
①市役所地域包括支援センター（内線351）・②各在宅介護支援センター
◆みぎわ園（☎22-9000）・楽寿園（☎23-7700）・向陽苑（☎28-3293）
　オンベリーコ（☎25-0020）・西脇市社会福祉協議会（☎23-9122）

法 律 相 談

行 政 相 談

人 権 相 談

心 配 ご と 相 談

ＤＶ被 害 者 相 談

障 害 者 相 談

身体障害者相談

知的障害（児）者相談

農 家 相 談

教 育 相 談

家 庭 児 童 相 談
 
消 費 生 活 相 談多 重 債 務 　 　
 
母子・父子等相談

在 宅 介 護 相 談

相談内容 場　　　所 相　談　日 内　　　　容

編集室から

22広報にしわき　平成25年8月号広報にしわき　平成25年8月号

　　
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
の
有
効

　
期
限
の
確
認
を

　　

平
成
15
年
8
月
か
ら
運
用
を
開

始
し
た
住
民
基
本
台
帳
カ
ー
ド
が

8
月
で
10
年
を
迎
え
、
順
次
10
年

間
の
有
効
期
間
が
満
了
と
な
り
ま

す
。

▼
留
意
事
項　

期
限
切
れ
の
カ
ー

ド
は
身
分
証
明
書
と
し
て
の
効
力

を
失
い
ま
す
▽
カ
ー
ド
は
有
効
期

限
の
3
ヵ
月
前
か
ら
更
新
で
き
ま

す
の
で
、
該
当
す
る
方
は
現
在
の

カ
ー
ド
（
暗
証
番
号
が
必
要
）、

印
鑑
を
持
参
し
、
市
民
課
で
更
新

手
続
き
（
手
数
料
5
0
0
円
）
を

し
て
く
だ
さ
い
▽
有
効
期
限
は
カ

ー
ド
に
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
▽
期

限
が
切
れ
た
場
合
や
顔
写
真
な
し

の
カ
ー
ド
を
お
持
ち
の
方
は
、
本

人
確
認
書
類
が
必
要
で
す
（
例
：

免
許
証
＋
免
許
証
の
暗
証
番
号
、

免
許
証
＋
健
康
保
険
証
）
▼
更

新
・
問
合
せ　

市
民
課
市
民
担
当

（
市
役
所
内
線
3
6
7
）

　　
夏
の
交
通
事
故
防
止
運
動

　　

夏
の
時
期
は
レ
ジ
ャ
ー
な
ど
で

交
通
の
流
れ
や
量
が
変
化
し
ま
す
。

ま
た
、
日
中
の
暑
さ
に
よ
る
疲
れ

や
気
の
緩
み
が
生
じ
や
す
い
時
期

で
も
あ
り
、
交
通
事
故
の
多
発
が

懸
念
さ
れ
ま
す
。
一
人
ひ
と
り
が

交
通
ル
ー
ル
を
遵
守
し
、
正
し
い

交
通
マ
ナ
ー
を
実
践
す
る
こ
と
で
、

交
通
事
故
を
防
止
し
ま
し
ょ
う
。

▼
運
動
期
間　

8
月
1
日（
木
）〜

10
日（
土
）
▼
運
動
重
点　

子
ど

も
と
高
齢
者
の
交
通
安
全
▽
自
転

車
の
交
通
安
全
▽
飲
酒
運
転
な
ど

悪
質
、
危
険
な
運
転
の
根
絶
▽
全

て
の
座
席
の
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
、
チ

ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用

の
徹
底
▼
問
合
せ　

生
活
環
境
課

（
市
役
所
内
線
3
9
2
）

　　
敬
老
金
を
支
給
し
ま
す

　　

8
月
31
日
に
お
い
て
、
西
脇
市

に
住
民
登
録
が
あ
る
方
を
対
象
に

敬
老
金
を
支
給
し
ま
す
。
左
記
の

対
象
者
に
は
、
9
月
に
自
治
会
を

通
じ
て
お
渡
し
し
ま
す
。

▼
対
象　

満
77
歳
の
方
（
昭
和
10

年
9
月
17
日
〜
昭
和
11
年
9
月
16

日
生
）
5
千
円
▽
満
88
歳
の
方

（
大
正
13
年
9
月
17
日
〜
大
正
14

年
9
月
16
日
生
） 

3
万
円
▽
満
99

歳
の
方
（
大
正
2
年
9
月
17
日
〜

大
正
3
年
9
月
16
日
生
） 

5
万
円

▼
問
合
せ　

長
寿
福
祉
課
（
市
役

所
内
線
3
6
9
）

  　
旧
軍
人
等
恩
給
説
明
・
相
談
会

　　

県
内
に
居
住
す
る
旧
軍
人
等
を

対
象
に
各
種
恩
給
制
度
の
説
明
と

個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
こ

の
機
会
に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。
予

約
は
不
要
で
す
。

▼
と
き　

9
月
13
日（
金
）午
後
2

時
〜
4
時
▼
と
こ
ろ　

姫
路
市
市

民
会
館
第
1
会
議
室
▼
対
象　

①

旧
軍
人
で
、
実
際
に
軍
人
と
し
て

の
在
職
期
間
が
3
年
以
上
の
方
、

ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
の
方
②
軍
人

期
間
中
に
公
務
ま
た
は
勤
務
関
連

な
ど
に
よ
り
傷
病
を
受
け
、
現
在

も
こ
れ
ら
傷
病
に
よ
る
後
遺
症
の

あ
る
方
③
在
職
年
数
が
は
っ
き
り

し
な
い
が
軍
人
期
間
の
あ
る
方
、

ま
た
は
そ
の
ご
遺
族
の
方
▼
問
合

せ　

兵
庫
県
社
会
援
護
課
恩
給
援

護
係（
☎
0
7
8‐3
6
2‐3
2
0

4
）

お
知
ら
せ

23

○西脇市役所････････････☎22-3111
保健・医療・福祉
○西脇病院･･････････････☎22-0111
○西脇多可休日急患センター☎23-5380
○老人保健施設しばざくら荘☎23-5958
○社会福祉協議会
〔萩ヶ瀬会館〕･･････････☎22-5400
○西脇消防署････････････☎22-0119
○黒田庄消防駐在所･･････☎28-5119
○住民サービス公社･･････☎23-2802
○斎場〔やすらぎ苑〕････☎22-3644
○春日浄水場････････････☎22-7213
○みどり園･･････････････☎23-2808
生活・文化・交流・スポーツ
○生涯学習まちづくりセンター
〔マナビータ・プラザ〕･･☎22-3111

○総合市民センター（中央公民館）
〔カルチャーセンター〕･･☎22-5996
○子育て学習センター････☎28-5702
○図書館････････････････☎23-5991
○郷土資料館････････････☎23-5992
○岡之山美術館･･････････☎23-6223
○にしわき経緯度地球科学館
〔テラ・ドーム〕････････☎23-2772
○青少年センター････････☎22-4000
○日本のへそ日時計の丘公園
〔オートキャンプ場〕････☎28-4851
〔フォルクスガーデン〕･･☎28-5120
○青年の家･･････････････☎22-3703
○市民会館･･････････････☎22-5715
○アピカホール･･････････☎23-9000
○天神池スポーツセンター☎22-0072

くらしのダイヤル

　西脇市では、避難情報や気象情報な
どの防災情報と、不審者情報や火災情
報などの緊急情報を携帯電話のメール
で配信しています。
※登録は無料です。安全・安心のため、
　ぜひメール登録を！

メール登録方法

手順1

手順2

「にしわき防災ネット」にアクセス

ホームページで設定

インターネット接続できる携帯電話やパソコン
から、下記Ａ～Ｃのいずれかの方法で「にしわ
き防災ネット」にアクセスしてください。

 ● ＡＢの方
　ホームページ内の「→→→西脇市設定登録は 
　こちら！」から空メールを送ってください。
　仮登録メールが届くので登録をお願いします。
 ● Ｃの方
　防災ネットからメールが届くので、接続して
　地区設定などをお願いします。

A URL http://bosai.net/nishiwaki/を直接入力

B 右のQRコードを接写

hy＠bosai.netに空メールを
送信

〈問合せ〉防災対策課　市役所内線365

C

ＱＲコード

にしわき防災ネット

相　談　窓　口

　西脇北バイパスは、地域高規格道路である東播丹波
連絡道路の一部で、西脇市域から中国縦貫自動車道滝
野社ＩＣへのアクセスの向上、西脇市域における国道
１７５号の交通混雑の緩和、災害時の緊急輸送路とし
ての役割や交通安全の確保等を目的とした道路です。
　平成９年度に事業着手し、現在の用地進捗率は93％
で、これまでに蒲江高架橋の橋脚工事や大門高架橋、
盛土工事等が施工されました。
　今年度は、津万高架橋の橋脚工事に着手し、津万平
野に、津万、嶋、西嶋、寺内にまたがり54基の橋台お
よび橋脚が年度内に整備される予定です。また、引き
続き用地交渉、盛土工事、水路工事も予定されていま
す。

◆工事に関する問合せ　国土交通省近畿地方整備局　
　兵庫国道事務所明石監督官詰所
　（☎078-925-5021）
◆問合せ　建設総務課（市役所内線274）

国道175号西脇北バイパス整備の予定

今月の「広報にしわき」はいかがでしたか
　よりよい紙面づくりのために、紙面アンケートに
ご協力ください。
　紙面アンケートは以下の方法でご利用いただけます。
○市ホームページ　　トップページ＞広報にしわき
○携帯電話またはスマートフォンから
　右のＱＲコードでアクセス

災害ボランティア養成講座
　災害ボランティアとして、災害救援活動に必要な知
識を習得し理解を深めるための講座です。
◆とき　９月３日（火）・17日（火）全２回、午前10時
～正午◆ところ　総合福祉センター萩ヶ瀬会館◆定員
先着30名◆参加費　無料◆申込期間　８月１日（木）
～30日（金）◆申込み・問合せ　西脇市社会福祉協議
会（☎22-5400）

　昭和59年に開館した岡之山美術館が、今夏、生まれ変わり、今後は横
尾忠則さんと親交の深い現代アーティストの作品を展示していくことと
なりました。今は写真家、荒木経惟さんの「花小説」を開催中。オープ
ニングには荒木さん目当てに多くのファンが訪れ、その注目度の高さが
うかがえました。好岡館長によると、今後も有名な方の作品展示が続く
ということで、私も心から楽しみにしています。
　岡之山美術館は小さなまちの小さな美術館ですが、横尾さんや企画展
などを通じて、これからも強烈な個性を放ち続けるのではと思います。
皆さんもぜひ「新たな美術館」に足をお運びください。【Ｈ】
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西脇の自然今月の旬菜レシピ
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東田經吉功徳碑

旧重春村役場跡旧重春村役場跡旧重春村役場跡

杉　原　川

西
脇
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　東田經吉が重春村村長に就任
したのは、明治30年（1897年）
で31歳のときでした。それから
昭和8年(1933年)に現職のまま
死去するまでの36年間、村長を
務めました。
　經吉の功績の一つは鉄道の整
備でしょう。大正2年（1913
年）に加古川～西脇間に播州鉄
道が開通。彼の尽力で当初予定
のなかった野村駅の設置が開通

の2日前に決まりました。また、
税金も郡内の他町村に比べて1
割安く、教育面でも教室や教員
の増加を図りました。
　この功徳碑は、彼の死後、昭
和10年（1935年）に除幕された
もので、撰文は彼の学友で当時
の兵庫県町村会長、篠山町長古
川岩太郎によるもので、題額に
は「永く雄風を仰ぐ」と記され
ています。
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オモダカ（おもだか科）
西脇市動植物生態調査研究グループ

東田經吉功徳碑
（野村町）

　休耕田や浅い溝などで見られます。
　正月のおせち料理に欠かせないクワ
イはオモダカの変種で芋が大きく、芋
の小さいオモダカは食用になりません。
　「葉の形が矢尻の形をしていて、力
強く立ち上がっている姿が武家の好み
にぴったりしたのでしょうか。戦国時
代に入るとオモダカの意匠が鎧や羽織
に、陶器や漆器などにも使われるよう
になりました。」と白州正子さんが書
かれています。
　また、水草であることからか建物の
欄間や蟇股にも用いられていますが、
火災を防ぐまじないの意味でもあるの
でしょうか。
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北はりま旬菜館の〝旬野菜〟を
使ったレシピをお届けします。

【作り方】
① キュウリとナスは5㎜角にみじん切り、塩を加え15分程度あく 
　を抜く。
② あくの抜けた①を水洗いし、よく水を切る。
③ モロヘイヤ、オクラはさっとゆでて細かく切る。
④ ミョウガ、大葉をみじん切りにする。
⑤ すべての野菜をボールに合わせ、おろしショウガとめんつゆを
　加えよく混ぜる。
⑥ 冷蔵庫で冷やし、味がなじめば完成♪
※　ご飯や冷たいめん類、冷奴などにかけてお召し上がりください。
※　長芋や納豆、めかぶなどと合わせれば、さらにネバとろアップ！

とうがらし
伏見甘長とうがらし・万願寺とうがらしは、京都
で古くから栽培されてきた京野菜として人気の野
菜です。どちらも肉質が柔らかく辛味の少ない甘
味種で、炒め物や揚げ物、焼き物など幅広く活用
できます。食物繊維やビタミンCが豊富で、血液
をサラサラにする効果があるといわれています。

【材　料】
モロヘイヤ………
オクラ………………
キュウリ……………
ナス…………………
ミョウガ……………
大葉…………………
おろしショウガ……
めんつゆ……………
塩………………

（3～4人分）
1/3束
4本
1本
1本
2本
5枚
適量
50㏄

小さじ1

24広報にしわき　平成25年8月号
まちのうごき（7月1日現在）　人口/43,169人（－52人）　男性/20,767人　女性/22,402人　世帯数/16,668世帯

モロヘイヤとオクラの
山形風だし

▲旧重春村役場跡（現みのり農協）

かえるまた

▲「永く雄風を仰ぐ」と記された東田經吉功徳碑


